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月まいってたんせ~ ｣ 横手のかまくら (毎年 2月下旬開催)
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一
秋
田
県
の
轡
の
気
候

秋
田
県
は
首
都

･
東
京
の
ほ
ぼ
真
北
約

四
五
〇
蹴
に
あ
り
、
西
は
日
本
海
に
面
し

て
い
ま
す
。
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
北
京

等
と
ほ
ぼ
同
じ
緯
度
上
に
あ
り
、
総
面
積

は

=
、
六
一
-
-鯆
で
全
国
六
番
目
の
広

さ
で
、
東
京
の
五
･
三
倍
に
相
当
し
ま
す
。

秋
田
県
の
西
部
は
日
本
海
に
面
し
、
東

部
の
県
境
は
南
北
に
奥
羽
山
脈
が
連
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
秋
田
県
の
気
候
は

典
型
的
な
日
本
海
型
気
候
と
な
っ
て
い
ま

す
。
寒
候
期
の
一
二
月
~
三
月
前
半
は
、

強
い
北
西
の
季
節
風
が
吹
い
て
雪
と
氷
点

下
の
厳
し
い
寒
さ
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
降

雪
量
は
、
沿
岸
部
で
少
な
く
、
内
陸
部
に

入
る
に
従
い
多
く
な
り
ま
す
。
県
の
面
積

の
ほ
ぼ
半
分
が
特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ

れ
て
お
り

(図
ー
)
、
最
深
積
雪
の
平
均

値
は
沿
岸
部
の
秋
田
市
で
四
一
節
、
内
陸

部
の
湯
沢
市
で
八
八
皿
と
な
っ
て
い
ま

す
。秋

田
市
の
二
〇
〇
六
年
一
月
の
平
均
気

温
は
マ
イ
ナ
ス
○

･
七
度
で
、
二
〇
〇
六

年
寒
候
期
の
真
冬
日

(日
最
高
気
温
0
度

未
満
)
は
一
七
日
も
あ
り

(ち
な
み
に
東

京
は
○
日
で
す
)
、
県
全
域
が
積
雪
寒
冷

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す

(図
2
)。



【豪雪地帯 特別豪雪地帯指定地域図】

。′

市町村数 ノ、□
(千人) 全国比 (% )

面積
(k!nう 全国比 (% )

指定要件
全国比 (% ) 全国比 (% )

豪雪地帯 962 20,449 16.1 194‐090 51,4
累年平均積雪積算値 (毎年の平均積雪量の一冬の
累計)が5,00ocm ･day以上等。

うち特別豪雪地帯 280 3,512 2,8 753 64 20,0 累年平均積雪積算値が15,のocm ･day以上等、他。

備 考
市町村数は
平成11年

4月 1 R現在
(人ロは、平成12年国勢調査) ･豪雪地帯の指定基準に関する政令

･特別豪雪地帯の指定基準

図 1 豪雪地帯等について

積雪寒冷地域略図】

雪寒地域 藁嶬嶬 積雪地域のみ

｢三コ 寒冷地域のみ

市町村数 人n
(千人) 全国比 (% )

面積
(ー衝う 全国比 (% )

指定要件
全国比 (% ) 全国比 (% )

積雪地域 1,047 23,017 18.3 204,971 54,3 2月の積雪の深さの最大値の累年平均が50cn1以上

寒冷地域 982 21,216 16.9 198,250 52,5 1月の平均気温の累年平均が0℃以下

雪寒地域 1,326 28-067 224 232,553 61.6

備 考 人u :平成 7年度国勢調査 (全国 :125,570千人)
面積 : (全国 ;377,737kn1 )

雪寒法施行令第1条

図 2 積雪寒冷地域について

《秋田県における特別豪雪地帯指定市町村》

鹿角市、大館市 (旧 田代町 ･比内町)、北秋

田市 (旧森吉町 阿仁町)、由利本荘市 (旧
東由利町 も鳥海町 ･矢島町)、大仙市 (旧 協

和町)、仙北市 (旧 田沢湖町 ･西木村)、横

手市 (旧 増田町 ･雄物川町 ･大森町 ･山内

村)、湯沢市 (旧 湯沢市 ･雄勝町 ･稲ill町 ･

皆瀬村)、 藤里町、 美郷町 .(旧 千畑町)、 羽

後町、 上小阿仁村、 東成瀬村

《雪寒地域道府県市》

北海道 青森県 岩手県 宮城県 秋田県

山形県 福島県 札幌市 仙台市 茨城県
栃木県 群馬県 山梨県 長野県 新潟県
富山県 石川県 岐阜県 静岡県 愛知県
三重県 福井県 滋賀県 京都府 兵庫県
鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県

1道 1府 2 6 県 2市 計 3 0



二

平
成
團八
年
豪
雪
と
秋
圏
の
道
に
つ
い
て

最
初
に
平
成
一
人
年
豪
雪
を
統
計
的
に
見
る
と
、
二
〇
〇

六
年
寒
候
期

(前
年
の
三

月
~
本
年
四
月
に
か
け
て
の
冬

の
期
間
)
の
降
雪
深
さ
の
合
計
が
四
四
七
皿
で
、
秋
田
県
の

統
計
開
始
以
来
第
二
位
で
、
最
も
話
題
に
な
っ
た
一
月
の
月

最
深
積
雪
は
七
四
皿
で
第
四
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
晩
で
二
六
皿
も
雪
が
降
り
、
累
計
降
雪
深
さ
が
七
四

皿
に
な
っ
た
一
月
五
日

(新
年
の
仕
事
始
め
か
ら
二
日
目
で

す
)
は
、
い
つ
も
朝
早
く
配
達
さ
れ
る
新
聞
が
自
宅
を
出
る

ま
で
来
ま
せ
ん
。
嫌
な
予
感
が
し
ま
し
た
が
、
一
歩
自
宅
を

出
る
と
長
靴

(現
場
用
の
長
い
も
の
)
の
高
さ
の
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
道
路
に
雪
が
積
も
っ
て
い
ま
し
た

(こ
ん
な
こ
と
は
生

ま
れ
て
か
ら
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
)。
い

つ
も
の
通
勤
路

(歩
行
者
の
み
の
道
)
を
行
こ
う
と
し
ま
し

た
が
、
雪
で
埋
ま
っ
て
通
行
不
能
で
、
除
雪
を
し
て
い
る
は

ず
の
幹
線
道
路
に
出
ま
し
た
。
す
る
と
確
か
に
除
雪
は
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
車
道
の
み
で
歩
道
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、

や
む
な
く
車
道
を
歩
き
ま
し
た
。
幹
線
道
路
を
歩
き
ま
し
た

が
、
な
ぜ
か
通
勤
時
間
帯
に
も
関
わ
ら
ず
、
車
が
少
な
く
、

異
様
に
感
じ
な
が
ら
も
な
ん
と
か
無
事
に
県
庁
に
到
着
し
ま

し
た
。
後
日
、
車
で
通
勤
し
て
い
る
大
勢
の
方
々
が
豪
雪
の

た
め
自
宅
か
ら
車
を
出
せ
ず
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
や
バ
ス
会

社
が
連
行
を
中
止
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

以
下
は
平
成
一
人
年
豪
雪
の
秋
田
の
冬
道
の
状
況
等
で

す
。

突然の豪雪で歩道が通行不可能で、 車道を歩く歩行者は大変危険です。

生活道路に入ると、 わだちの道や雪の壁で車のすれ違いも困難です。



, ＼、っ
て̂/ミト＼

ト

豪雪が道路を塞いだため、 生活道路に大型車が入れず、 バスの運行休止やゴミの収集不能等、 市民生活に支障をきたしまし

た (ゴミは軽自動車で幹線道路まで運搬し、 ゴミ収集車に積み替えていました)。

寵,話
. 鰯 藁,

倒産h r …ず 醗講義『◇{ ; を 演繹 タ~鸚奢蔓滲 、 、

もも談~羽
　 　

豪雪のため、バス路線の道路でもバスと普通車とのすれ違い等が困難で大渋滞が…。

左の写真は、 雪が車に踏みつぶされてできる圧雪路です。 こうなると、 なかなか自然に雪は溶けません。 車の走行にも支障
をきたしますし、 渋滞の原因にもなります。
右の写真は片側 2車線の幹線道路ですが、 除雪されたく? ) (ただ車道の路肩にどけただけ ? ) 雪の壁のために 1車線しか走

行できなくなった状況です。 もちろん、 いつも渋滞でした。



除雪作業状況 (雪を除く、どけるだけでなく、排雪も行っています。)

ロータリー車による除雪状況 (小規模の排雪ができます。 グレーダー、 ドーザー車は除雪 (雪をどけるだけ) のみです。)

ロータリー除雪のありがたみを実感しました。

左の写真の圧雪路では、 固くて重い雪の塊をバックホウではぎ取り、 ダンプ車で雪捨て場に運んで除雪を行いました。
右の写真の生活道路では、 ドーザー車により雪を集めて、 ダンプで雪を運びました。 1人佇んで除雪作業を見つめる市民の

期待を込める視線が気になります。

(左) 1人暮らしや高齢者宅の屋根の雪下ろしは自衛隊の皆さんに行っていただきました。
(右) 雪捨て場に向かうダンプ車の行列です。

＼＼ ;



【堆雪帯確保1
降積雪時に道路交通確保のため、 機械除雪で道路両側に寄せた雪を一時的に堆雪するスペース

【防 雪 柵1
吹雪や吹きだまりを防ぐ防雪施設

壁、嗣こぎ轟き

學 ~

朧
･榊

玖鱸〆 終、‘、唇‐し、、̂ “、し′̂U



毒

【流 雪 溝】
道路に水流を導き、 溝に雪を投入し、 水とともに流出させ、 除雪目的で使用する水路

　
　

　
　
　
　
　

年
豪
雪
時
の
状
、

秋
田
県
庁
中
庭
の
駐
車
場
の
平
成
一
八

年
豪
雪
時
の
状
況
で
す
。

全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
一
八

年
豪
雪
で
秋
田
市
近
郊
で
は
、
雪
捨
て
場
の
確
保
が
困
難

に
な
り
、
旧
秋
田
空
港
跡
地
や
河
川
敷
等
を
解
放
し
、
そ

れ
で
も
間
に
合
わ
ず
、
市
内
に
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公
園

等
が
一
時
的
に
雪
捨
て
場
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
、
左
の
写
真
の
と
お
り
県
庁
駐
車
場
も
雪
捨

て
場
と
な
り
ま
し
た
。

　　
　
　　　　　　　
　
　
　

き
で

秋田県庁中庭の駐車場も、 一時的に雪捨て場として使用されました。

こ
こ
か
ら
は
私
ご
と
で
す
が
、
平
成
一
八
年
三
月
ま
で

秋
田
県
庁
の
道
路
課
に
在
籍
し
て
お
り
、
少
な
か
ら
ず
道

路
の
除
雪
の
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、
実

は
、
こ
れ
だ
け
の
雪
が
降
っ
て
も
毎
年
雪
が
多
く
降
る
秋

田
県
南
部
の
内
陸
地
域
で
は
、
特
に
道
路
除
雪
や
地
域
住

民
の
生
活
に
大
き
な
支
障
が
出
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

(毎

年
の
こ
と
で
地
域
住
民
が
慣
れ
て
い
る
の
と
、
各
自
治
体

の
除
雪
体
制
、
豪
雪
地
帯
に
対
応
し
た
道
づ
く
り
等
が
し

っ
か
り
し
て
い
た
の
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
)。

沿
岸
部
で
毎
年
あ
ま
り
雪
が
降
ら
な
い
秋
田
市
近
郊
地

域
が
除
排
雪
対
応
に
大
あ
わ
て
で
し
た
。

沿
岸
部
で
は
、
生
活
道
路
の
両
側
が
降
り
積
も
っ
て
ど

け
ら
れ
た
雪
の
壁
と
な
り
ま
し
た
が
、
除
雪
を
し
た
く
て

も
機
械
も
な
け
れ
ば
運
転
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
足
り
な

い
と
言
っ
た
状
況
で
、
内
陸
部
か
ら
除
雪
機
械
と
人
を
応

援
し
て
も
ら
い
何
と
か
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
短
期
間
に

沢
山
の
雪
が
ど
か
っ
と
降
っ
た
た
め
に
初
期
除
雪
に
手
間

取
り
、
体
制
構
築
も
遅
れ
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原

因
と
思
い
ま
す
。

特
に
生
活
道
路
の
除
雪
が
遅
れ
て
市
民
生
活
に
多
く
の

影
響
が
出
た
感
じ
が
し
ま
す
。
ま
た
、
除
雪

(雪
を
ど
け

る
)
よ
り
、
雪
を
捨
て
る
排
雪
作
業
の
重
要
さ
が
良
く
分

か
り
ま
し
た
。

平
成
一
八
年
豪
雪
は
、
道
路
の
除
雪
の
大
切
さ
、
重
要
さ

を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。



錢
圓
圓
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釀
彬
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籍
謂
嚢
鮒鷲
壤
廉
榊
讓
榊
嚢
絃

欝
鬮
鬱

新
潟
市
の
除
雪
⑭
魂
状
と
課
題

新
潟
市
土
木
部
土
木
総
務
課
課

長

補

佐

同

市
道
管
理
調
整
係
長

一

は
じ
め
に

1

新
潟
市
の
概
要

新
潟
市

(図
1
)
は
、
日
本
海
、
信
濃
川
･
阿
賀
野
川

の
両
大
河
、
福
島
潟
、
鳥
屋
野
潟
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
湿
地
で
あ
る
佐
潟
な
ど
、
多
く
の
水
辺
空
間
と
自
然
に

恵
ま
れ
た
人
口
約
八
一
万
人
、
面
積
七
二
六
･
一
姑
を
有

す
る

｢み
な
と
ま
ち
｣
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
栄
え
、
幕
末

に
は
開
港
五
港
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
、
世
界
に
開
か
れ
た

港
町
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
二
二
年
に
市
政
を
施
行
し
、
以
来
、
戦
争
･大
火
･

地
震
な
ど
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
そ
の
都
度
復
興
を
成
し
遂

げ
て
発
展
し
、
平
成
八
年
に
は
中
核
市
に
指
定
さ
れ
、
平
成

一
七
年
に
は
近
隣
一
三
市
町
村
と
の
合
併
に
よ
り
、
歴
史
や

文
化
財
、
郷
土
芸
能
、
花
や
豊
富
な
食
材
、
豊
か
な
自
然
な

ど
、
様
々
な
面
で
さ
ら
に
魅
力

を
加
え
、
平
成
一
九
年
四
月
一

日
に
本
州
日
本
海
側
初
の
政
令

指
疋
都
市
に
移
行
し
ま
し
た
。

入

政
令
市
移
行
後
は
、
国
際
空

ク

ー

巷

重
要
巻
湾
･
竪

線
嘉

簾

　　
　　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　　
　
　

大
農
業
都
市
で
も
あ
る
と
い
う
、

他
の
都
市
に
は
見
ら
れ
な
い
特

新

徴
を
兼
ね
備
え
た
、
こ
れ
ま
で

図 1 新潟市位置図
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に
な
い
政
令
指
定
都
市
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

2

新
潟
市
の
気
象

新
潟
県
内
に
お
い
て
、
昨
今
の
暖
冬
傾
向
の
ト
レ
ン
ド

を
背
景
に
し
な
が
ら
も
、
一
昨
年
度
の

｢平
成
一
八
年
豪

雪
｣
で
は
記
録
的
な
豪
雪
に
よ
り
地
域
住
民
の
生
活
に
大

積
雪

(
趣
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き
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
一
年
後
の
昨
年
度
で
は
異
常
少

雪
に
よ
り
極
端
に
雪
が
少
な
か
っ
た
状
況
な
ど
、
暖
冬
傾

向
に
あ
る
と
は
い
え
、
一
年
違
う
だ
け
で
こ
れ
だ
け
気
象

状
況
が
急
変
す
る
現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、
今
冬
も
楽
観
は

で
き
ま
せ
ん
。

新
潟
の
降
雪
は
、
冬
型
の
気
圧
配
置
に
よ
る
北
西
の
季
節

積
雪
(
凹

20
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気
温
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風
が
影
響
す
る
た
め
、
山
雪
型
と
な
り
や
す
く
、
主
に
山
沿

い
、
山
間
部
で
多
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
本
市

を
含
め
た
下
越
･
中
越
地
方
の
海
岸
部
及
び
佐
渡
地
方
で
は

統
計
的
に
積
雪
が
五
〇
皿
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

図
2
は
気
象
台
の
新
潟
観
測
所

(新
潟
市
中
央
区
)
で

の
気
象
デ
ー
タ
を
基
に
、
気
温
と
積
雪
の
平
年
値
に
対
す

積
雪
(
凹

20

15

る
過
去
三
ヵ
年
の
気
温

と
積
雪
の
気
象
デ
ー
タ

を
示
し
ま
し
た
。

本
市
の
場
合
、
昨
年

度
の
異
常
少
雪
を
除
き
、

平
成
ニ
ハ年
度
と
平
成

一
七
年
度

(平
成
一
八

年
豪
雪
)
の
積
雪
量
を

比
較
し
て
も
大
差
は
無

く
、
最
深
積
雪
で
も
同

等
の
二
五
皿
程
度
で
あ

り
、
県
内
で
も
比
較
的

雪
が
少
な
い
地
域
と
い

え
ま
す
。

二

除
鶴
計
画

平
成

一
九
年
度
の
除

雪
計
画
に
つ
い
て
は
、

一
一
月
現
在
作
成
中
の

た
め
、
平
成

一
八
年
度

ブ̂ "片々 .二.山 (ハハワ 1(

l
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に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

1

車
道
除
雪

昨
年
度
は
市
道
の
実
延
長
六
、
0
一
五
･
七
如
の
う
ち
、

六
二
･
四
%
に
当
た
る
三
、七
五
四
･
一
九
皿
を
車
道
除

表 1 平成 18年度除雪計画路線延長

滋封廻 車道除雪計画路総泉
そ の 他 然第1種除雪路線第2種除雪路線第3種除雪路線

束土木事務所 粃鯛 祷
ワ

得a

白

3
小

嬬西土木事務所

飜 ㈱ 嬬 彌黒 埼 支 所 燃 ㈱ 麟新 津 支 所 棚 淘 瘢 鰔白 根 支 所

纖 纖豊 栄 支 所 即 鸚 蹴小 須 戸 支 所

㈱ 鋤
横 越 支 所 鰤 榔 卿 燃 鰤亀 田 支 所 鰡 硼 窓岩 室 支 所 騰 聯西 川 支 所 鱒 蹴 ㈱ 鸚味 方 支 所 滋 鞠
潟 東 支 所 榔 鱗
月 潟 支 所

鰤 ㈱
中 之 口 支 所 郷 榔 鞠巻 支 所

獅 獅針 鰯 絲 為 総 ㈱
市 道 実 延 長

(km) ㈱除雪計画延長
(km) 隷H 1 8 除雪率
( % ) 稠

雪
路
線
と
し
て
計
画
し
ま
し
た

(表
1
)。

路
線
の
内
訳
と
し
て
、
第
一
種
除
雪
路
線
七
0
五
･
ニ

ニ
踊
、
第
二
種
除
雪
路
線

｢
四
〇
六
･
七
四
如
、
第
三

種
除
雪
路
線
二
七
人
･
九
如
、
そ
の
他
路
線

｢
三
六

三
･
三
三
m
と
し
、
除
雪
グ
レ
ー
ダ
、
除
雪
ド
ー
ザ
、
ス

ノ
ー
ロ
ー
ダ
を
主
に
、
計
六
八
五
台
の
除
雪
機
械
を
確
保

す
る
計
画
と
し
ま
し
た

(表
2
)。

2

歩
道
除
雪

昨
年
度
は
、
二
四
三
路
線
二
一
四
節
を
計
画
し
、
計
七

九
台
の
歩
道
除
雪
機
械
を
確
保
す
る
計
画
と
し
ま
し
た
。

3

凍
結
防
止
剤
散
布

本
市
は
冬
型
の
気
圧
配
置
に
よ
る
北
西
の
季
節
風
が
強

く
、
深
夜
の
冷
え
込
み
に
よ
り
路
面
凍
結
に
繋
が
る
ケ
ー

ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
交
差
点
や
坂
道
、
交
通
量
の
多
い
幹
線
道

路
に
つ
い
て
、
融
雪
剤

(原
塩
、
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
)
の

散
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

4

防
雪
施
設
等

消
雪
パ
イ
プ
、
防
雪
ネ
ッ
ト
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
あ
り
ま
す
が

(表
3
)、
消
雪
パ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、

地
下
水
利
用
の
場
合
、
地
盤
沈
下
防
止
の
た
め
、
地
域
に

よ
っ
て
は
｢新
潟
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
｣

に
よ
り
地
下
水
の
採
取
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
規
制
対
象
と
し
て
は
、
井
戸
の
ス
ト
レ
ー
ナ

ー
の
下
限
の
位
置
が
地
表
面
下
二
o
m
以
深
で
あ
り
、
か

つ
、
揚
水
機
の
吐
出
口
の
断
面
積
が
六
m
以
上
又
は
揚
水

機
の
定
格
出
力
が
一
･
一
畑
を
超
え
る
原
動
機
を
有
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。



表 2 平成 18年度形態別除雪機械配置台数

紙
業者が除雪作業を実施 市直営で隙習作薬を実施

合計
委託

賞与委託
市有機械 (レンタル含む)

レンタル 市有機械 (部分借用含む)

除雪
ドーザ

除 雪
グレーダ

除 雪
トラック

□-タリ スノー
□-ダ

計 除 雪 除 雪
グレー夕

除 雪 □‐タリ
スノー
ローダ

計 除 雪 除 園
グレー夕

除 雪
トラック

□-タリ
スノー
ローダ

計 除 雪 除 雪
グレーダ

除雪
トラック

□-タリ スノー
ローダ

計 除 雪
ドーザ

除 雪
グレー夕

除 雪
ロータリ

スノー
ローダ

計

東土木事務所 14 21 70 105 9 4 13 26 2 24 27 0 0 83 134

西土木事務所 l4 10 18 42 9 5 11 25 2 24 17 0 0 29 70

黒 埼 支 所 3 3 29 35 3 4 一113 0 6 4 0 0 30 40

新 津 支 所 5 60 66 lo 10 0 0 イー■･ 5 0 0 70 76

白 根 支 所 25 4 2 35 66 5 5 Ttl 2 4 2 2 26 6 3 2 40 77

豊 栄 支 所 l9 3 2 31 55 2 0 2 2 4 22 5 0 2 32 61

小 須 戸 支 所 2 2 17 21 0 2 0 3 3 0 0 17 23

横 越 支 所 16 17 3 3 4 5 0 2 4 0 0 19 25

亀 田 支 所 3 3 30 36 2 2 4 5 5 0 10 3 0 0 32 45

岩 室 支 所 4 4 8 0 4 1 1 6 0 8 1 0 0 5 14

西 川 支 所 18 20 2 2 4 0 1 1 2 2 2 0 2 20 26

味 方 支 所 10 10 0 2 3 0 11 2 0 0 0 13

潟 東 支 所 3 2 6 6 6 1 2 1 3 6 2 0 0 8 16

月 潟 支 所 3 6 9 l 1 0 3 1 0 0 7 =

中 之 口 支 所 5 2 8 15 3 3 1 2 0 6 3 0 0 = 20

巻 支 所 15 イー1 16 11 11 2 2 2 2 1 5 30 3 1 0 0 34

合計 123 57 2 2 343 527 35 9 0 2 58 104 17 l3 1 2 1 34 9 9 1 0 1 20 184 88 4 6 403 685
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5

お
も
い
や
り
の
ひ
と
か
き
運
動

進
を
図
る
た
め
、
｢お
も
い
や
り
の
ひ
と
か
き
運
動
｣
を

民
が

｢バ
ス
や
信
号
待
ち
の
間
に
ブ
ル
ブ
ル
震
え
て
い
な

本
市
で
は
、
新
潟
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
力
し
、
市

展
開
し
て
い
ま
す

(写
真
2
)。

い
で
雪
か
き
を
し
た
ら
心
も
体
も
温
ま
る
だ
ろ
う
｣
と
い

民
の
除
雪
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
自
発
的
な
除
雪
の
推

こ
の
運
動
は
、
昭
和
六
二
年
一
月
に
市
役
所
周
辺
の
住

う
着
想
か
ら
、
横
断
歩
道
付
近
や
バ
ス
停
付
近
に

｢信
号

表 3 平成 18年度防雪施設等延長

＼
消雪パイプ 防雪ネット ロードヒーティング

箇 所
延 長
( m )

箇 所
延 長
( m )

箇 所延 長
( m )

東土木事務所 卿 国 鰡
西土木事務所 作マ 廓
黒 埼 支 所 180

新 津 支 所 即

鱗 ん乙 綿

白 根 支 所

豊 栄 支 所 鱒

小 須 戸 支 所 劍 ㈱横 越 支 所 リム 嬬 んこ 580

亀 田 支 所 100 うこ 540

岩 室 支 所 ?U 廓
西 川 支 所 鋤 臟味 方 支 所 リム 400

潟 東 支 所

月 潟 支 所 16 廓
中 之 口 支 所 マ′ 郷
巻 支 所 QU 277

計△□ 238

鯖 21 紳 月増 575



待
ち
や
バ
ス
待
ち
の
間
に
ひ
と
か
き
を
｣
と
い
う
看
板
と
、

ペ
ン
キ
で
青
く
塗
っ
た
ス
コ
ッ
プ
を
添
え
て
設
置

(当
初

三
二
ヵ
所
)
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

(写
真
3
)。

そ
の
後
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
こ
の
運
動
に
共
感
し
、

地
域
で
の
思
い
や
り
と
助
け
合
い
の
心
を
育
む
活
動
の
一

環
と
し
て
、
平
成
七
年
度
か
ら

｢お
も
い
や
り
の
ひ
と
か

き
運
動
｣
と
し
て
、
市

(道
路
管
理
者
)
も
こ
の
運
動
に

協
力
す
る
形
で
看
板

･
ス
コ
ッ
プ
の
取
り
付
け
や
道
具
の

管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
一
七
年
度
に
は
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
こ
の
運
動

を
全
市
的
な
取
組
み
と
し
て
展
開
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

年
々
、設
置
箇
所
数
が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
(表
4
)。

表4 ｢おもいやりのひとかき運動｣ 設置箇所数
管 轄 Hf4 H 15 H 16 H t7 H 18

協

協

社

社

区

区

地

地

東

中

6

俊

6

綣

b̂ ○̂ R)

12 12 12

北地区社協 = = =

南地区社協 46 49 49 49 49

石山地区社協 23

=

-ゆ

68

4

ー

“
÷

“
÷

26 "

繊霞
鱗

“
ゆー

盡

ぬ
一鍔
な

…
'

、

68 68 68

4･ 4｢ 4T

横越地区社協 〆̂) 〔さ

概
蝸

堰
駆

蠣
鵬

話
〆̂) 〆̂)

QY マノ

計 191 197 郷 218 223

三

除
雪
体
制

本
市
は
政
令
市
移
行
に
伴
い
、

今
年
度
八
区
に
区
分
さ
れ
、
除
雪

体
制
と
し
て
、
東
部
地
域
土
木
事

務
所
(東
区
･
中
央
区
･
江
南
区
)、

西
部
地
域
土
木
事
務
所

(西
区
、

西
浦
区
)、
北
区
、
秋
葉
区
、
南
区

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
｢
二

除
雪

計
画
｣
同
様
、
三

月
現
在
、
平

成
一
九
年
度
を
計
画
作
成
中
の
た

め
、
平
成
一
八
年
度
の
除
雪
体
制

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

1

地
域
区
分
と
除
雪
情
報
の
共
有
化

本
市
は
、
合
併
移
行
方
針
の
下
、
｢現
行
の

除
雪
水
準
を
維
持
す
る
｣
を
基
本
方
針
に
、
市

域
を
一
六
地
区
に
区
分
し
、
合
併
前
か
ら
の
除

雪
体
制
に
つ
い
て
、
旧
市
町
村
を
支
所
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
が
継
続
す
る
こ
と
で
、
除
雪
水
準
の

維
持
に
努
め
て
き
ま
し
た

(図
3
)。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
相
互
の
連
携
を
強

化
し
、
市
と
し
て
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
た
め
、

除
雪
に
関
す
る
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま
し
た

(図
4
)。

蕊　翹
ノ
メ

図 3 新潟市域を 16地区に区分した除雪体制



t除雪情報の共割とJ

図 4 除雪情報共有化イメージ

表 5 新潟市の市道除雪の事務調整

区名 旧除雪体制
除雪出動基準 (cm )

路線選定
(大雪時の除雪優先順位)

機械待機料 ･
機械整備料等
独自制度の有無

備 考
(新除雪体制)

車道 歩道

北区
豊栄支所 TO TO 1種、その他路線 O

北区建設課
東土木 lo 20 1種、 2種、 3種路線 O

東区 東土木 10 20 1種、 2種、 3種路線 O

東部地域土木

中央区

東土木 lo 20 隣童、 2種、 3種路線 O

西土木 10 20 1種、 2種、 3種路線 O

亀田支所 10 10 1種、 2種路線 制度なし

江南区

束土木 10 20 1種、 2種、 3種路線 O

亀田支所 lo 10 1種、 2種路線 制度なし

横越支所 TO 10 l種、 2種、 3種路線 O

秋葉区
新津支所 15 乍5 1種、 2種、 3種路線 O

秋葉区建設課
小須戸支所 10 20 路線区分なし O

南区

白根支所 10 10 路線区分なし O

南区建設課味方支所 すo 10 路線区分なし O

月潟支所 1種路線 n o
その他計5

20 1矛重、その他路線 O

西区
西土木 fo 20 1種、 2種、 3種路線 O

西部地域土木

黒埼支所 10 20 1種、 2種路線 O

西蒲区

西川支所 拝重路線 :10
2種その他 :15

20 凝重 2種、その他路線 制度なし

潟東支所 15 20 路線区分なし 制度なし

中之口支所 TO 20 1種、 2種路線 O

巻支所 TO 20 路線区分なし O

岩室支所 10 20 路線区分なし O

政令市移行後の
市道除雪方針 (案)

10 20
現行除雪
1種路線
2矛重路線
3種路線

線を次の定義で区分。
バス路線等重要市道
住宅地間を結ぶ一般道路
1種、 2種以外の生活市道

全市統一制度を
検討

≦首矛〒セ 20n7 12 77



2

市
道
除
雪
水
準
の
調
整

先
の
三

1
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
市
は
合
併
移
行

方
針
の
下
、
｢現
行
の
除
雪
水
準
を
維
持
す
る
｣
を
基
本

方
針
に
、
合
併
前
か
ら
の
除
雪
体
制
、
除
雪
目
標
、
除
雪

計
画
路
線
の
選
定
な
ど
、
旧
土
木
事
務
所

(旧
市
)、
旧

支
所

谷
口併
市
町
村
)
で
そ
れ
ぞ
れ
が
継
続
す
る
形
で
除

雪
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
政
令
市
移
行
に
伴
い
今
年
度
よ
り
国
県
道
も

含
め
、
行
政
区
単
位
の
除
雪
体
制
と
な
り
、
同
じ
区
の
エ

リ
ア
で
も
除
雪
水
準
や
そ
の
考
え
方
の
バ
ラ
ツ
キ
が
生
じ

る
形
と
な
っ
た
た
め
、
今
年
度
、
除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
、
全
市
統
一
し
た
除
雪
方
針
を
検
討
し
て

い
ま
す

(表
5
)。

四

除
雪
の
課
題

1

除
雪
機
械
確
保
の
現
状

本
市
の
主
な
除
雪
機
械
は
、
除
雪
グ
レ
ー
ダ
、
除
雪
ド

ー
ザ
、
ス
ノ
ー
ロ
ー
ダ
で
す
が
、
除
雪
機
械
の
確
保
が
必

要
な
台
数
の
う
ち
、
市
が
保
有
す
る
除
雪
機
械
は
僅
か
一

割
程
度
で
あ
り
、
大
部
分
の
除
雪
機
械
を
民
間
業
者
か
ら

の
借
り
上
げ
機
械
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
な
ど
、
除
雪
へ
の
協
力
が
得
に

く
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
民
間
委
託
業
者
の
保
有

機
械
に
つ
い
て
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、

委
託
業
者
だ
け
の
除
雪
機
械
で
は
、

機
械
の
確
保
が
む
ず
か
し
い
こ
と
か

ら
、
市
が
機
械
を
レ
ン
タ
ル
し
、
委

鬱

託
業
者
に
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、

拗

除
雪
路
線
を
確
保
し
て
い
る
の
が
現

緘

状
で
す
。

タ

昨
今
、
民
間
業
者
の
機
械
保
有
の

“

形
態
が
変
化
し
、
自
社
で
機
械
を
保

6

有
し
な
い
業
者
が
増
え
て
お
り
、
こ

表

れ
に
比
例
す
る
よ
う
に
市
で
レ
ン
タ

H 16 H 17 H l8 H 19

レンタル機械数 (台) 43 “ 102 156

対前年度増減 29+ 掬 54+

ル
す
る
機
械
が
増
え
て
い
る
傾
向
は

(表
6
)
、
費
用
面

で
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
高
齢
化
、
そ
の
担
い

手
不
足
な
ど
に
よ
り
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
も
年
々
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
政
令
市
移
行
に
際
し
て
、
そ
れ
ら
独
自
制
度

の
統
一
に
向
け
、
県
か
ら
移
譲
を
受
け
た
国
県
道
除
雪
も

含
め
、
今
後
と
も
安
定
的
で
持
続
的
な
除
雪
機
械
の
確
保

を
図
る
た
め
、
全
市
統
一
し
た
機
械
管
理
費
制
度
を
整
備

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
制
度
は
個
々
の
除
雪
機
械
に
か

か
る
保
険
料
や
税
金
等
の
機
械
保
有
に
必
要
な
基
本
的
経

費
を
保
障
す
る
制
度
と
い
え
ま
す
。

今
回
の
制
度
整
備
に
よ
り
、
安
定
的
な
民
間
業
者
の
機

械
確
保
に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
レ
ン
タ
ル
機
械
の
急
増
を

防
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

五

お
わ
り
に

本
市
は
、
こ
の
冬
、
政
令
市
に
移
行
し
て
初
め
て
の
除

雪
を
迎
え
ま
す
が
、
今
年
度
、
市
道
除
雪
の
み
な
ら
ず
、

新
た
に
国
県
道
除
雪
が
加
わ
り
例
年
に
な
く
大
き
な
責
任

を
背
負
っ
た
中
で
、
市
道
、
国
県
道
そ
れ
ぞ
れ
の
除
雪
水

準
を
維
持
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
何
よ
り
も
市

民
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
主
眼
に
、
一
層
気
を
引
き

締
め
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

2

民
間
業
者
の
機
械
等
の
確
保
が
困
難

本
市
の
除
雪
機
械
の
稼
働
時
間
は
、
そ
の
降
雪
量
か
ら

冬
期
間
を
通
し
て
も
比
較
的
少
な
い
た
め
、
除
雪
業
者
に

お
い
て
は
採
算
が
取
れ
ず
、
除
雪
か
ら
撤
退
す
る
業
者
も

3

機
械
管
理
費
制
度
の
導
入

本
市
は
、
除
雪
機
械
の
作
業
時
間
に
応
じ
た
支
払
い
方

法
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
合
併
前
の
旧
市
町
村
に
よ
っ

て
は
機
械
待
機
料
や
機
械
整
備
料
な
ど
、
独
自
制
度
を
整

備
し
、
機
械
の
保
障
を
行
う
こ
と
で
安
定
的
な
機
械
確
保

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

影 道行セ 2007.12
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畭
圓
稟
離
嚢
巍
に
藁
艀
る

『榊
嫌
繃
榊
係
謳
』
◎
柳
嚢

福
島
県
土
木
部
道
路
管
理
グ
ル
ー
プ

会
津
地
方
を
主
と
し
て
赤
字
と
な
っ
た
会
社
が
大
半
を
占

め
、
平
成
一
八
年
度
末
に
は
県
に
対
し
て
待
機
に
係
る
最

低
保
証
制
度
を
創
設
す
る
よ
う
強
い
要
望
が
出
さ
れ
た
。

除
雪
の
待
機
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
大
雪
注
意
報

一

は
じ
め
に

福
島
県
は
東
北
地
方
南
部
に
位
置
し
、
東
は
太
平
洋
、

西
は
新
潟
県
、
北
は
宮
城
･
山
形
両
県
、
南
は
北
関
東
の

茨
城
･
栃
木
･
群
馬
の
三
県
に
囲
ま
れ
、
そ
の
面
積
は
一

三
、七
八
二
騙
で
全
国
第
三
位
の
広
大
な
県
土
を
有
し
て

お
り
、
東
に
阿
武
隈
山
地
、
西
に
奥
羽
山
脈
が
縦
断
し
て

い
る
た
め
、
会
津
、
中
通
り
、
浜
通
り
の
三
地
方
に
区
分

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
気
候
･
風
土
等
を
異
に
し
た
地
域
特
性

を
有
し
て
い
る

(図
1
)
。

積
雪
地
域
は
、
会
津
地
方
全
域
と
中
通
り
地
方
の
約
三

分
の
一
を
占
め
、
特
に
県
土
の
四
割
を
占
め
る
会
津
地
方

は
豪
雪
や
特
別
豪
雪
地
域
で
あ
る
た
め
、
他
の
地
域
と
の

格
差
を
無
く
し
経
済
の
活
性
化
と
民
生
の
安
定
を
図
る
上

で
冬
期
交
通
の
確
保
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

二

除
雪
業
務
嚢
託
を
め
ぐ
る
動
向

本
県
で
は
、
県
管
理
道
路
の
車
道
除
雪
延
長
が
五
、
0

九
四
如
に
及
び
、
こ
の
う
ち
直
営
二
三
二
節
と
市
町
村
委

託
一
人
五
師
を
除
く
四
、六
七
七
如
を
民
間
企
業
に
委
託

し
て
い
る
が
、
近
年
の
公
共
事
業
の
減
少
や
入
札
改
革
な

ど
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
の
激
変
か
ら
、
除
雪
業
務
を

請
け
負
っ
て
い
る
企
業
も
極
め
て
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
除
雪
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
雇
用
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

特
に
、昨
年
度
は
記
録
的
な
暖
冬
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

除
雪
機
械
の
稼
働
が
極
端
に
少
な
く
な
り
、
除
雪
を
請
け

負
っ
た
会
社
が
人
件
費
に
見
合
う
収
入
す
ら
得
ら
れ
ず
、

図 1 福島県位置図
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な
ど
に
も
と
づ
い
て
待
機
命
令
を
出
し
、
か
つ
、
そ
の
日

し
て
計
上
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
自
宅
待
機
な
ど

の
除
雪
稼
働
時
間
が
三
時
間
三
〇
分
に
達
し
な
か
っ
た
場

の
場
合
は
、
待
機
の
確
認
が
困
難
な
こ
と
か
ら
実
質
的
に

合
で
、
待
機
を
確
認
で
き
た
場
合
に
の
み
待
機
補
償
費
と

は
待
機
補
償
の
計
上
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
た

(図

　 　　
　　　　　　　　　

　 　　
“＼ ＼ の

機 な
補 か
償 っ

‐
~ { ＼ 費 た

、、 ＼ と 場
写真 除雪作業の状況

《年度別平均累計降雪量》
(単位 :cm)

＼瀞ミ 12/1 12/10 12/20 1/1 1/10 1/20 2ん 2/10 2/20 3/1 3/10 3/20 3/31

平成14年度 0 19 69 144 236 263 423 443 465 476 513 539 540

平成15年度 0 14 42 92 118 221 350 510 561 594 652 655 657

平成16年度 1 1 3 81 155 288 401 542 582 660 678 724 763

平成17年度 2 50 230 407 516 562 635 735 768 770 774 818 860

平成18年度 1 3J 6 67 122 196 211 255 308 315 341 435 439

5箇年平均 1 17 70 158 229 306 404 497 537 563 592 634 652
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◇…平成14年度 □…平成誌年度 △…平成16年度 ◆…平成17年度 間…平成18年度 の…5箇年平均

図 2 福島県内指定観測箇所平均累積降雪量



事
業
費
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2
,
470

ン
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移
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甜
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事

H
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図

三

課
題

本
県
で
は
、
去
る
四
月
一
日
か
ら
設
計
金
額
三
、
0
0
0

万
円
以
上
の
工
事
に
つ
い
て
条
件
付
一
般
競
争
入
札
を
導
入

し
、
さ
ら
に
一
〇
月
一
日
か
ら
は
二
五
〇
万
円
以
上
の
工
事

す
べ
て
を
一
般
競
争
入
札
と
し
た
こ
と
か
ら
低
入
札
が
相
次

ぐ
な
ど
、
平
均
落
札
率
も
八
五
%
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
建
設
業
界
で
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い

経
営
を
せ
ま
ら
れ
て
お
り
、
大
幅
な
人
員
の
削
減
に
踏
み

切
る
会
社
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
が
で
き
ず
、
こ
れ
ま
で
の
除
雪
体
制

を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
今
冬
の
除
雪
体
制
を
確
保
す
る
に
は
、
待

機
に
係
る
何
ら
か
の
保
証
制
度
を
創
設
し
、
暖
冬
の
年
で

あ
っ
て
も
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
人
件
費
が
一
定
程
度
支
払
わ

れ
る
よ
う
改
善
す
る
こ
と
が
是
非
と
も
必
要
と
な
っ
た
。

四

対
策
と
し
て
『基
本
待
機
保
証
』
を
設
定

県
内
の
全
域
を
対
象
と
し
て
過
去
三
年
間
の
除
雪
稼
働

実
績
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
待
機
の
実
態
に
つ
い
て
受

託
業
者
の
代
理
人
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
聞
き
取
り
を
行

っ
て
実
情
を
把
握
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
待
機
に
係
る

人
件
費
を
一
定
程
度
保
証
す
る
本
県
独
自
の
制
度
で
あ
る

｢基
本
待
機
保
証
｣
を
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
通
常
降
雪
期
間
の
一
二
月
一
五
日
か
ら
三
月

一
四
日
ま
で
の
三
ヵ
月
間
を

｢基
本
待
機
保
証
期
間
｣
と

定
め
、
こ
の
期
間
の
う
ち
最
大

公
云津
の
特
別
豪
雪
地
帯
)

で
六
〇
日
分
の
費
用
を
待
機
時
間
に
換
算
し
、
｢基
本
待

機
保
証
｣
と
し
て
降
雪
状
況
や
除
雪
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
、
上
記
の
特
別
豪
雪
地

帯
の
例
を
基
本
と
し
て

｢基
本
待
機
保
証
｣
を
適
用
す
る

が
、
過
去
三
年
間
の
除
雪
稼
働
実
績
か
ら
算
出
し
た
地
域

別
か
つ
機
種
別
の
係
数
に
よ
る
補
正
と
、
契
約
期
間
の
総

日
数
の
差
に
よ
る
補
正
を
行
っ
て
保
証
す
る
も
の
で
あ
る

(図
4
･
5
)
。

五

今
後
の
対
応

今
回

｢基
本
待
機
保
証
｣
を
設
定
し
、
一
〇
月
下
旬
か
ら

一
一
月
下
旬
に
か
け
て
今
冬
の
道
路
除
雪
業
務
委
託
の
見
積

合
わ
せ
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
中
通
り
地
方

を
主
と
し
て
不
調
と
な
っ
た
区
間
が
複
数
あ
っ
た
。

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
様
々
な
も
の
が
あ
る
も
の
の
主

と
し
て
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
に
、
県
内
で
は
公
共
事
業
が
年
々
減
少
し
て
お
り
、

予
算
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
平
成
一
〇
年
と
比
較
す
る
と
約
五

0
%
程
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
昨
年
の
不
祥
事
を

受
け
て
県
で
は
入
札
制
度
を
改
革
し
、
三
五
〇
万
円
以
上
の

す
べ
て
の
工
事
を
条
件
付
一
般
競
争
入
札
と
し
た
こ
と
か

ら
、
価
格
競
争
が
激
化
し
低
入
札
が
相
次
い
で
お
り
、
収
益

が
全
く
見
込
め
な
い
状
況
と
な
り
、
リ
ス
ト
ラ
な
ど
に
よ
っ

て
企
業
の
基
礎
体
力
が
大
幅
に
低
下
し
た
こ
と
。
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①の保証の割合を 100 % とすると

②は60 % 程度

③は 80 % 程度
④は 40 % 程度

⑤は 20 % 程度

⑥は 30 % 程度
⑦は 5 %程度となる

① 積雪寒冷地域 ･会津地方 (特別豪雪地帯)

② 積雪寒冷地域 ･会津地方 (特別豪雪地帯以外)

③ 積雪寒冷地域 ･中通り (湖南 が湯本地区)

④ 積雪寒冷地域 ･中通り (湖南 ･湯本地区以外)

⑤ 寒冷地域 ･中通り

⑥ 寒冷地域 ･浜通り

⑦ その他の地域 ･浜通り

図 4 地域 ･方部別エリア図



が
行
わ
れ
る
こ
と
に
期
待
す
る
ほ
か
は
な
い
状
況
と
な
っ

め

て
い
る
。

第
二
と
第
三
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
〇
年
度
に

m

ふ ま.
　 　 　　　

　　 　 　　

o

"

封

第
二
と
第
三
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
o
年
度
に

滴

れ

向
け
て
の
課
題
と
捉
え
て
お
り
、
今
冬
の
実
績
や
機
械
経

待機命令を出せば待機補償費が支払われます。

費
の
実
態
を
あ
ら
た
め
て
調
査
し
、
改
善
に
努
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

特
に
機
械
経
費
に
つ
い
て
は
、
中
･
浜
通
り
の
大
半
が

除
雪
機
械
を
受
託
会
社
の
自
社
所
有
機
械
に
依
存
し
て
き

た
も
の
の
、
近
年
は
機
械
を
処
分
し
て
い
る
会
社
が
多
く

12 / 15

基本待機保証期間
(通常降雪期間)

基本待機保証
60自分の費用を時間換算　　

　　

　

　

を

正

○ 中通り地方 (積雪寒冷地帯)の場合 (湖南 ･湯本地区以外)

除雪契約期間

-2 / T5

を時間換算
　　　　

基本待機保証
60 X O.4 = 24日分の

割

令
を

な
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
は
レ
ン
タ
ル
し
て
機
械
を
確
保

襲　　　
　　

　
　
　　　雑基基

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
レ
ン
タ
ル
の
取
扱
並
び
に

、鼎

叉

そ
の
費
用
計
上
方
法
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

｢基本待機保証｣ 概念図

通

っ
1

概

沁
d

｣

六

お
わ
り
に

大

正

′

■I
■

礬
本
誌
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
、
本
格
的
な
久
の
シ
1

ズ
ン
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
今
年
か
ら
設
定
し
た
基
本
待

機
保
証
に
よ
り
豪
雪
地
域
を
含
む
会
津
地
方
に
お
い
て
は

.
･

5

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
安
定
的
に
確
保
さ
れ
、
除
雪
体
制
が
整

凝
刈
図

っ
た
こ
と
に
っ
い
て
は
一
定
の
評
価
を
得
た
も
の
と
捉
え

○ 会津地方 (特別豪雪地帯)の場合

除雪契約期間

　　 　　

臟,臘嚢圓
レ′ -鰔 ‐

11 I

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
よ
う
に
、
他
の
地
域
に
つ
い

て
は
様
々
な
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
除
雪
体
制
の

確
保
に
向
け
て
実
態
に
そ
っ
た
保
証
制
度
等
の
さ
ら
な
る

改
善

･
整
備
に
努
め
、
県
民
や
本
県
を
訪
れ
る
多
く
の
皆

様
方
に
と
っ
て
も
、
安
全
で
円
滑
な
冬
期
交
通
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
し
て
参
り
た
、
と

え
て
}

ま

。

第
二
に
、
今
回
不
調
と
な
っ
た
区
間
の
大
半
は
、
本
県
の

中
通
り
地
方
で
あ
る
た
め
、
｢基
本
待
機
保
証
｣
の
金
額
が

地
域
別
補
正
と
契
約
期
間
補
正
の
結
果
、
会
津
の
豪
雪
地
帯

と
比
較
し
て
二
0
~
四
0
%
程
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

第
三
に
、
基
本
待
機
保
証
は
人
件
費
の
み
と
な
っ
て
お

り
、
自
社
所
有
機
械
の
経
費
も
し
く
は
レ
ン
タ
ル
費
用
の

保
証
が
無
い
こ
と
o

以
上
の
三
つ
の
こ
と
が
理
由
の
大
半
で
あ
っ
た
が
、
第

一
の
問
題
に
つ
い
て
は
除
雪
そ
の
も
の
の
問
題
と
し
て
は

対
応
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
入
し
制
度
の

直
し
な
ど



世
界
遭
幡
会
議
を
振
り
返
っ
て

j
道
路
課
金
が
大
き
な
テ
ー
マ
に
i

道
路
局
企
画
課
国
際
調
査
係

.

は
じ
め
に

四
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
世
界
道
路
協
会
(P
I
A
R
C
)

の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
り
、
道
路
分
野
で
権
威
あ
る

｢世
界
道
路
会
議
｣
が
、
二
〇
〇
七
年
九
月
一
七
日
~
二

一
日
の
五
日
間
の
行
程
で
、
パ
リ
市
内
の

｢パ
レ
･
デ
･

コ
ン
グ
レ
｣
と
い
う
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

(写
真
1
)。

P
I
A
R
C
は
、
道
路
の
建
設
、
改
良
、
維
持
、
利
用

の
促
進
や
世
界
全
体
の
道
路
技
術
･
道
路
交
通
政
策
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
一
九
〇
九
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
機

関
で
、
現
在
-
-
三
ヵ
国
が
加
盟
す
る
大
変
大
き
な
組
織

で
す
。
日
本
は
設
立
当
初
か
ら
加
盟
し
て
お
り
、
現
在
も

P
I
A
R
C
活
動
の
主
要
国
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

第
二
三
回
目
と
な
る
今
大
会
は
、
第
一
回
大
会
が
パ
リ

で
開
か
れ
て
か
ら
百
周
年
と
な
る
記
念
大
会
で
、
世
界
一

四
二
ヵ
国
か
ら
四
、
O
O
〇
名
以
上
が
参
加
、
日
本
か
ら

も
約
二
〇
〇
名
が
参
加
す
る
大
規
模
な
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
世
界
道
路
会
議
の
概
要
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
会
議
期
間
中
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
併
行
し

て
行
わ
れ
た
、
道
路
関
連
技
術
･
設
備
等
の
展
示
に
つ
い

て
報
告
い
た
し
ま
す
。

三

第
二
三
回
世
界
道
路
会
議
概
要

第
二
三
回
世
界
道
路
会
議
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
主
催

に
よ
り
。弓
け
の
n
ゴ
0
旨
の
け
｢
の
□
終
巴
□
“
区
の
□
①
く
①
万
□
-B
o
b
燕

(持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
選
択
)
を
テ
ー
マ
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
世
界
道
路
会
議
は
、
｢大
臣
セ
ッ
シ
ョ
ン
｣
｢戦

略
課
題
セ
ッ
シ
ョ
ン
｣
｢技
術
委
員
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
｣
｢特

別
セ
ッ
シ
ョ
ン
｣
に
加
え
、
各
国
政
府
及
び
企
業
等
の
展

示
会
、
な
ら
び
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
主
催
の
テ
ク
ニ
カ
ル
･

写真 1 パリ市内の国際会議場 ｢パレ ･デ ･コングレ｣



ビ
ジ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

｢大
臣
セ
ッ
シ
ョ
ン
｣
で
は
、
P
I
A
R
C
に
加
盟
す

る
各
国
の
大
臣
を
招
き
道
路
課
金
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま

し
た
。

｢
戦
略
課
題

(
ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク

･
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン

.
s
D
)
セ
ッ
シ
ョ
ン
｣
で
は
、
今
タ
ー
ム
四
年
間

(二
〇
〇
四
年
~
二
〇
〇
七
年
)
の
P
I
A
R
C
活
動
成

果
を
網
羅
し
、
四
つ
の
戦
略
テ
ー
マ

(
ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ

ク

･
テ
ー
マ
･
S
T
)
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

｢技
術
委
員
会

(T
C
)
セ
ッ
シ
ョ
ン
｣
で
は
、
S
T

の
元
で
行
わ
れ
た
一
人
の
技
術
委
員
会

(T
C
)
の
活
動 写真2 多くの人で賑わう会議場内

の
総
括
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

｢特
別

(S
P
)
セ
ッ
シ
ョ
ン
｣
で
は
、
近
年
関
心
の

高
い
特
定
の
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
、
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た

(写
真
2
)。

三

大
臣
セ
ッ
シ
ョ
ン

i
道
路
課
金
が
話
題
に
'

九
月

一
七
日

(月
)
の
開
会
式
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
エ

コ
ロ
ジ
ー
.
持
続
可
能
開
発
整
備
省
け
営
声
oに挑
□
0ユ
8

大
臣
、
o
o--□
-R
ag
世
界
道
路
協
会
会
長
が
ス
ピ
ー
チ

を
行
い
、
各
国
の
要
人
が
列
席
さ
れ
大
変
盛
況
で
し
た
。

そ
の
後
、
世
界
五
〇
ヵ
国
･
五
七
人
の
交
通
･
イ
ン
フ

ションでの谷口技監の発言

ラ
担
当
大
臣
が
参
加
す
る
大
臣
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ

れ
、
｢道
路
課
金

~
そ
の
可
能
性
と
限
界
~
｣
を
議
論
の

テ
ー
マ
と
し
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
日
本
か
ら

は
国
土
交
通
省
の
谷
口
博
昭
技
監
が
出
席
し
ま
し
た
。
会

場
は
世
界
各
国
か
ら
か
け
つ
け
た
多
く
の
傍
聴
者
で
に
ぎ

わ
っ
て
お
り
、
道
路
課
金
に
対
す
る
世
界
的
な
関
心
の
高

さ
を
感
じ
ま
し
た

(写
真
3
･
4
)。

大
臣
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
三
つ
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

(｢環
境
政
策
の
手
段
と
し
て
の
道
路
課
金
｣
｢道
路
課
金

の
受
容
に
関
す
る
社
会
経
済
的
考
察
｣
｢拡
大
あ
る
い
は

一
般
化
さ
れ
た
道
路
課
金
の
解
釈
｣
)
に
分
か
れ
、
議
論

写真4 大臣セッション参加者



が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
テ
ー
マ
1
…
環
境
政
策
の
手
段
と
し
て
の
道
路
課
金

同
テ
ー
マ
で
は
、
大
気
汚
染
や
騒
音
の
改
善
の
た
め
に

道
路
課
金
を
ど
の
よ
う
に
実
行
す
る
か
が
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
に
は
日
本
か
ら
、
国
土
交
通
省
の
谷
口
博

昭
技
監
が
参
加
さ
れ
、
E
T
C
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
そ

の
導
入
に
よ
る
渋
滞
解
消
成
果
や
、
日
本
で
採
用
し
て
い

る
ア
ク
テ
ィ
ブ
方
式
デ
ー
タ
伝
送
の
特
性
を
活
か
し
た
柔

軟
な
料
金
施
策
の
展
開
に
よ
る
交
通
誘
導
や
環
境
負
荷
低

減
の
可
能
性
を
紹
介
し
ま
し
た
。

道
路
に
対
す
る
課
金
の
方
法
は
、
有
料
道
路
と
し
て
の

課
金
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
の
通
行
料
と
し
て
の
課
金
、
都
心

部

(ゾ
ー
ン
)
へ
の
進
入
に
対
す
る
課
金
等
、
各
国
に
よ

っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
自
動
車
交
通

量
や
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

◆
テ
ー
マ
2
…

道
路
課
金
の
受
容
に
関
す
る
社
会
経
済
的
考
察

同
テ
ー
マ
で
は
、
他
の
交
通
手
段
と
共
存
し
、
社
会
的

に
受
容
さ
れ
る
よ
う
な
制
度
設
計
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
国
々
が
道
路
課
金
に
対
す
る
社
会
経
済
的
な
受

容
性
に
対
し
国
内
で
議
論
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題

に
対
し
、
意
思
決
定
過
程
に
お
い
て
道
路
利
用
者
や
経
済

担
当
者
を
議
論
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
、
道
路
課
金
に
よ
る

道
路
利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト

(道
路
の
維
持
管
理
、
ネ
ッ
ト

の
移
行
が
可
能
で
あ
る

ワ
ー
ク
の
改
修
等
)
を
わ
か
り
や
す
く
情
報
提
供
す
る
こ

②

道
路
課
金
に
対
し
、

と
、
代
替
す
る
交
通
手
段

(並
行
す
る
一
般
道
路
、
公
共

交
通
等
)
を
用
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

◆
テ
ー
マ
3
…

拡
大
あ
る
い
は
一般
化
さ
れ
た
道
路
課
金
の
解
釈

同
テ
ー
マ
で
は
、
道
路
課
金
制
度
を
一
般
化
す
る
た
め

の
方
法
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

道
路
課
金
に
よ
り
、
大
型
車
交
通
量
の
調
整
や
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
改
修
等
に
必
要
な
資
金
を
確
保
す
る
等
の
成
果

を
出
し
て
い
る
国
が
あ
る
一
方
で
、
道
路
課
金
に
よ
り
得
ら

れ
る
効
果
を
知
り
つ
つ
も
、
国
の
社
会
経
済
に
与
え
る
悪
影

響
を
懸
念
し
て
実
行
を
梼
謄
し
て
い
る
国
が
あ
り
、
道
路
課

金
の
一
般
化
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
と
す
る
道
路
、
車
両
等

を
道
路
の
ト
ー
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
検
討
す
る
必
要
性

や
、
道
路
利
用
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
料
金
設
定
や
必
要
性

の
P
R
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

討
議
の
総
括
と
し
て
、
E
U
交
通
議
会
事
務
所
議
長
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
公
共
事
業
、
交
通
及
び
通
信
省
の
区
戟
5

に
8
の
o
鑓
の
の

o
oは
母
大
臣
に
よ
り
、
次
の
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

①

社
会
基
盤
や
環
境
に
与
え
る
影
響
の
定
量
化
を
図

り
、
社
会

･
環
境
影
響
コ
ス
ト
に
見
合
う
課
金
価
格

を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
の
合
理
的
な
活
用

を
促
し
、
よ
り
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
へ

②

道
路
課
金
に
対
し
、
社
会
経
済
的
に
理
解
さ
れ
る

よ
う
に
取
り
組
む
こ
と

③

今
後
も
都
市
部
と
地
方
部
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大

き
さ
等
、
交
通
規
模
に
対
す
る
道
路
課
金
の
適
応
性

を
調
査
研
究
す
る
こ
と
の
必
要
性

ま
た
、
こ
れ
ら
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
課
金

は
社
会
経
済
の
発
展
を
阻
害
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
地

球
環
境
を
守
る
こ
と
の
で
き
る
適
切
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
確

保
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
、締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

四

戦
略
課
題
セ
ッ
シ
ョ
ン

;
こ
こ
で
も
道
路
課
金
が
話
題
に
,

今
タ
ー
ム
の
P
I
A
R
C
活
動
に
お
け
る
戦
略
テ
ー
マ

と
し
て

｢
S
T
1

道
路
シ
ス
テ
ム
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
｣
｢
S
T
2

持
続
可
能
な
交
通
｣
｢S
T
3

交
通
安
全
と
道
路
管
理
｣
｢S
T
4

道
路
イ
ン
フ
ラ
の

品
質
｣
が
選
ば
れ
、
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

戦
略
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
今
会
議
で
は

｢戦
略
課
題

(ス

ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク

･
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
･
S
D
)
セ
ッ
シ
ョ

ン
｣
と
し
て
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
本
回
は
、
特
に
興

味
の
高
か
っ
た
、
｢持
続
可
能
な
道
路
シ
ス
テ
ム
へ
の
取

組
み
｣
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す

(写
真
5
)。

◎
戦
略
課
題
1

"

｢持
続
可
能
な
道
路
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
組
み
｣

戦
略
課
題
1
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
日
本
を
含
む
八
ヵ
国



の
参
加
者
に
よ
り
、
｢道
路
シ
ス
テ
ム
整
備
の
財
源
確
保
｣

と

｢業
務
執
行
の
効
率
化
｣
の
政
策
課
題
が
議
論
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
か
ら
は
、
国
土
交
通
省
の
徳
山
日
出
男
道
路

局
地
方
道

･
環
境
課
長
が
参
加
し
、
｢今
後
急
激
に
増
大

す
る
道
路
維
持
管
理
費
用
の
た
め
に
は
安
定
し
た
道
路
特

定
財
源
確
保
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は

『市
民

参
画
』
や

『行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
』
を
積
極
的
に
導

入
し
国
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｣
こ
と
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
井
上
啓
一
東
日

本
高
速
道
路
㈱
社
長

(P
I
A
R
C
実
行
委
員
)
が
、
①

安
定
し
た
道
路
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
執
行
体
制
の
効

　

　　

賞

5

爾

真

　　。

写

率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

②
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
を
各
国
で
幅
広
く
活
用
す
べ
き

で
あ
り
、
道
路
の
運
用
に
関
し
て
も
I
T
S
技
術
を
活
用

し
渋
滞
、
事
故
、
環
境
等
の
課
題
を
解
決
す
る
手
法
を
普

及
す
べ
き
こ
と
、
③
道
路
財
源
の
必
要
性
を
P
R
す
る
と

と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ

(P
P
P
)
に
よ
る
道
路
整
備
手
法
に
つ
い
て
更
な
る

研
究
し
、
良
好
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
広
め
て
い
く
活
動
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

五

特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン

特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
次
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た

(詳
細
は
省
略
)。

s
p
l

行
政
の
進
化

…
地
方
分
権

S
P
2

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
腐
敗
防
止

S
P
3

人
材
育
成

s
P
4

道
路
公
共
施
策
の
業
績
評
価

S
P
5

長
期
契
約
に
よ
る
道
路
投
資

s
P
6

都
市
内
イ
ン
タ
ー
モ
ー
ダ
ル

s
P
7

開
発
途
上
国
で
の
交
通
安
全

S
P
8

渋
滞
対
策

s
P
9

弱
者
に
対
す
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

s
p
m

総
合
物
流
輸
送

S
p
n

過
積
載
車
対
策

S
P
物

開
発
途
上
国
で
の
道
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
題

s
P
B

気
候
変
化
に
対
す
る
道
路
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性

S
P
幹

防
災

S
P
蛭

ト
ン
ネ
ル
の
交
通
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

S
P
蜷

新
技
術

s
P
門

研
究
の
需
給
と
公
的
機
関
の
技
術
革
新
支
援

s
P
郎
/
④

道
路
の
歴
史

s
P
幻

道
路
安
全
の
監
査
と
点
検

六

そ
の
他

今
大
会
で
は
、
P
I
A
R
C
賞
と
名
付
け
ら
れ
た
論
文

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
P
I
A
R
C

賞
は

｢建
設
、
維
持
管
理
部
門
｣
｢交
通
安
全
部
門
｣
｢持

続
可
能
な
開
発
｣
｢
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
門
｣
に
部

門
分
け
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
か
ら
は
、
建
設
、
維
持

管
理
部
門
で

｢超
高
強
度
繊
維
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用

い
た
道
路
橋
の
開
発
｣
(西
日
本
高
速
道
路
㈱
、
東
日
本

高
速
道
路
㈱
、
大
成
建
設
㈱
)
が
受
賞
い
た
し
ま
し
た

(写
真
6
)。

ま
た
今
大
会
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
る
と
共
に
、
国
際
的
な
人
材

交
流
の
場
に
も
な
っ
た
よ
う
で
す

(写
真
7
)。

七

日
暮
展
示
館
幅
つ
い
竈

会
議
期
間
中
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
平
行
し
、
世
界
中
か
ら
一

六
政
府
二
〇
〇
団
体
以
上
の
参
加
に
よ
る
道
路
関
連
技
術
･

設
備
に
関
す
る
一
般
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

(表
)。



写真 6 P I A R C

間
日
本
道
路
協
会
が
主
体
と
な
り
、
国
土
交
通
省
、
高

速
道
路
会
社
、
建
設
会
社
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど
官
民

合
わ
せ
て
四
五
団
体
が
共
同
し
約
百
平
米
の
日
本
展
示
館

を
出
展
し
ま
し
た
。
展
示
は
五
つ
の
テ
ー
マ

(日
本
の
道

路
百
年
、
建
設
技
術
、
道
路
管
理
、
道
路
運
用
、
有
料
道

路
)
に
分
け
ら
れ
、
パ
ネ
ル
や
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
日
本
の

最
先
端
技
術
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
展
示
会
開
催
初
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、ジ
ョ
ー
ダ
ン
世
界
道
路
協
会
会
長
、

コ
ル
テ
事
務
局
長
、
谷
口
技
監
、
飯
村
在
仏
大
使
ご
臨
席

の
も
と
、
約
二
〇
〇
名
が
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
現
在
ち
ょ
っ
と
し
た
日
本
ブ
ー
ム
で
、
覧　

書
家
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
日
本
独
自
の
文
化
を

者

紹
介
で
き
好
評
で
し
た
o

醸

五
日
間
で
延
べ
約
三
･
0
0
0
人
の
来
場
者
が
あ
り
赤

出
展
企
業
の
担
当
者
に
熱
心
に
質
問
を
す
る
人
も
多
く
見

表

ら
れ
ま
し
た
。
特
に
I
T
S
技
術
、
ト
ン
ネ
ル
脱
硝
技
術
、

ゾーン 内容 琳
①日本の道路loo年
R本の発展と造路を恨り返る

道路と国土の発展

蹴綴
鰤鍋靴徴繋

鰯灘挾
芻

妙す
ゑ術
服

彬 鰊洲
栂

燃 クリート建設業協会

舗装

沙ル
◆㈱

鋸
㈱…翹喬㈱胛

路
…ン
▲路
N

麟
勿
滕
鰈

写真 7 ポスターセッションの様子

ゾーン 樒 鰤

蒋一宮韓
型
揃

葡
に

路
…“=

話学
華

の
)効
…

トr
1い
、ノ
ノ
‘′

セ
シ

ア
･ネマ 沙湖嘉

沌
㈲“㈱

“ 多
獅
硴
)

徘
技

ほ

鰤賑一路…の
す

鋺
郵
獅

満~
李
)̂

S
“路
ム

T
商
学プ

1
襁
謬

愁翻蹴
繊ず

′、ムn大人シ･鱒例市子′、朴休靜は恥
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き
蟠
裁

がネタ簿
も

　　
写真10 ブースでの配布物

ど
を
発
端
と
し
、
日
本
で
は
道
路
の
維
持
管
理
に

対
す
る
関
心
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
管
理
も
含
め
た
道
路
財
源
確
保
な
ど
の
課
題
は
、

世
界
共
通
の
課
題
と
し
て
世
界
道
路
協
会
の
場
で

も
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
道
路
財
源
に
限
ら

ず
、
道
路
の
社
会
経
済
効
果
、
行
政
組
織
、
運
用
、

環
境
、
交
通
安
全
、
都
市
交
通
、
I
T
S
に
至
る

ま
で
幅
広
い
分
野
を
議
論
し
て
い
る
の
で
、
多
く

の
土
木
技
術
者
に
も
世
界
道
路
協
会
の
活
動
に
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
回
の
世
界

大
会
は
二
0
-
-
年
に
メ
キ
シ
コ
の
メ
キ
シ
コ
シ

テ
ィ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

写真 8 日本展示館オープニングセレモニー

舗
装
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
な
ど
の
日
本
が
誇
る
最
新
技
術
が

大
き
な
関
心
を
集
め
て
い
た
よ
う
で
す

(写
真
8
i
m
)。 写真 9 数多くの国の来場者で賑わう日本展示館

八

最
後
に

ア
メ
リ
カ
の
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
発
生
し
た
落
橋
事
故
な



必
要
は
無
い
も
の
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

･
橋
梁
の
掛
け
替
え
に
よ
り
、
旧
橋
を
撤
去
す
る
場
合

↓
掛
け
替
え
に
よ
り
道
路
の
機
能
が
維
持
さ
れ
る
の

で
、
補
助
事
業
の
目
的
に
反
し
な
い

･
補
助
事
業
で
整
備
し
た
道
路
が
ダ
ム
の
建
設
に
伴
い

付
け
替
え
ら
れ
る
場
合

↓
付
け
替
え
に
よ
り
道
路
の
機
能
が
維
持
さ
れ
る
の

で
、
補
助
事
業
の
目
的
に
反
し
な
い

　

　
　
　
　
　
　
　
　

-

道
路
局
所
管
補
助
事
業
に
お
け
る
、
適
正
化
法
二
十

"

雀

二
条
に
基
づ
く
財
産
処
分
の
取
扱
い
如
何

　
　
　
　
　
　
　
　

匡

適
正
化
法
第
二
十
二
葉
に
基
づ
く

財
産
処
分
の
制
限

道
路
局
所
管
補
助
事
業
に
お
い
て
取
得
し
た
財
産
に
つ

い
て
は
、
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律

(昭
和
三
〇
年
法
律
第
百
七
十
九
号
。
以
下

｢適
正
化
法
｣
と
い
う
。)
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、

そ
の
処
分
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
各
省
各
庁
の
長
の
承
認

を
受
け
な
い
で
、
補
助
金
等
の
交
付
の
目
的
に
反
し
て
使

用
し
、
譲
渡
し
、
交
換
し
、
貸
し
付
け
、
又
は
担
保
に
供

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
財
産
処
分
を
行

お
う
と
す
る
補
助
事
業
者
は
国
土
交
通
大
臣
の
承
認
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
承
認
の
権
限
は
、
｢国

･
道
路
法
第
九
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
不
用

土
交
通
省
所
管
の
補
助
金
等
の
交
付
に
関
す
る
事
務
の
一

と
な
っ
た
道
路
敷
地
を
同
一
略
線
の
改
築
事
業
用
地

部
を
地
方
整
備
局
長
、
北
海
道
開
発
局
長
及
び
沖
縄
総
合

事
務
局
長
に
委
任
し
た
件
｣
(平
成
一
三
年
国
土
交
通
省

告
示
第
八
百
五
十
三
号
)
1
の
及
び
2
⑭
の
規
定
に
よ
り
、

本
省
配
分
事
業
、
一
括
配
分
事
業
と
も
に
、
地
方
整
備
局

長
等
に
委
任
さ
れ
て
い
る
。

地
方
整
備
局
長
等
は
、
補
助
事
業
者
か
ら
財
産
処
分
の

承
認
申
請
を
受
け
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
審
査
し
、
妥
当

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
必
要
な
条
件
を
附
し
て
承
認

を
行
う
こ
と
と
な
る
。
必
要
な
条
件
と
は
、
財
産
を
有
償

で
処
分
す
る
場
合
に
は
処
分
額
に
補
助
率
を
乗
じ
て
得
た

額
を
国
に
返
還
す
る
こ
と
等
で
あ
る
。

適
正
化
法
第
二
十
二
条
に
よ
り
財
産
処
分
が
制
限
さ
れ

る
の
は

｢補
助
金
等
の
交
付
の
目
的
に
反
し
て
｣
使
用
、

譲
渡
等
を
行
う
場
合
で
あ
る
が
、
道
路
局
の
運
用
に
お
い

て
は
、
以
下
に
掲
げ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
補
助
事
業
の

目
的
に
反
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
承
認
を
受
け
る

と
な
っ
た
道
路
敷
地
を
同
一
路
線
の
改
築
事
業
用
地

等
と
交
換
す
る
場
合

↓
道
路
事
業
の
目
的
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

補
助
事
業
の
目
的
に
反
し
な
い

こ
の
ほ
か
、
補
助
事
業
の
目
的
に
反
し
な
い
と
思
わ
れ

る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
個
別
に
地
方
整
備
局

長
等
に
相
談
す
る
こ
と
と
な
る
o

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

(財
産
の
処
分
の
制
限
)

第
二
十
二
条

補
助
事
業
者
等
は
、
補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
、

又
は
効
用
の
増
加
し
た
政
令
で
定
め
る
財
産
を
、
各
省
各
庁
の
長

の
承
認
を
受
け
な
い
で
、
補
助
金
等
の
交
付
の
目
的
に
反
し
て
使

用
し
、
譲
渡
し
、
交
換
し
、
貸
し
付
け
、
又
は
担
保
に
供
し
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。



道
路
局
所
管
補
助
事
業
に
お
い
て
取
得
し
た
財
産
と

は
、
道
路
の
敷
地
及
び
ト
ン
ネ
ル
･
橋
等
の
工
作
物
、
道

路
附
属
物
等
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
補
助
金
等
に

係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令

(昭

和
三
〇
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
。
以
下
｢令
と
い
う
｣。)

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
不
動
産
に
該
当
す

る
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
補
助
事
業
を
執
行
す
る
に
あ
た
り
、
自
動

車
や
測
量
器
械
等
の
高
額
な
機
械
･
器
具
等
を
購
入
す
る

場
合
が
あ
る
が
、
道
路
局
所
管
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、

同
条
第
四
号
に
該
当
す
る
機
械
及
び
重
要
な
器
具
に
つ
い

て
、
省
令
等
に
お
い
て
特
に
定
め
た
も
の
は
な
い
。
こ
れ

は
、
自
動
車
や
測
量
機
器
等
の
機
械

･
器
具
等
に
つ
い
て

は
、
二
十
二
条
に
基
づ
く
財
産
処
分
の
問
題
で
は
な
く
、

国
土
交
通
省
所
管
補
助
金
交
付
規
則

(平
成
一
二
年
総
理

府
,
建
設
省
令
第
九
号
)
第
五
条
第
二
項
第
三
号
に
基
づ

き
附
さ
れ
る
条
件

｢補
助
事
業
が
完
了
し
た
場
合
に
お
い

て
、
機
械
、
器
具
、
仮
設
物
そ
の
他
の
備
品
及
び
材
料
が

残
存
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
承
認
を
経
て
当
該

事
業
の
完
了
後
こ
れ
と
同
種
の
他
の
補
助
事
業
等
に
使
用

す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
物
件
の
残
存
価
格
に
当
該
補
助

事
業
の
補
助
率
又
は
負
担
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
返
還
す

べ
き
こ
と
。｣
に
基
づ
き
、
継
続
使
用
の
承
認
又
は
補
助

金
の
返
還
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

ま
た
、
令
第
十
四
条
は
、
財
産
処
分
の
制
限
を
適
用
し

な
い
場
合
を
定
め
て
い
る
が
、
第
一
号
に
つ
い
て
は
、
道

路
局
所
管
補
助
事
業
に
は
収
益
納
付
条
件
を
附
し
て
い
る

も
の
が
な
い
の
で
、
該
当
が
な
い
。
第
二
号
に
つ
い
て
は
、

道
路
施
設
は
維
持
修
繕
を
行
い
な
が
ら
半
永
久
的
に
供
用

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
期
間

に
つ
い
て
の
定
め
を
し
た
も
の
は
な
い
。
従
っ
て
、
道
路

局
所
管
補
助
事
業
に
お
い
て
同
条
に
よ
り
財
産
処
分
の
制

限
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の

(財
産
の
処
分
の
制
限
を
適
用
し
な
い
場
合
)

適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令

第
十
四
条

法
第
二
十
二
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

補
助
事
業
者
等
が
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
条
件
に

基
き
補
助
金
等
の
全
部
に
相
当
す
る
金
額
を
国
に
納
付
し
た
場

合
二

補
助
金
等
の
交
付
の
目
的
及
び
当
該
財
産
の
耐
用
年
数
を
勘

案
し
て
各
省
各
庁
の
長
が
定
め
る
期
間
を
経
過
し
た
場
合

二

財
産
処
分
の
承
認
申
請

補
助
事
業
者
が
財
産
処
分
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
は
、

適
正
化
法
第
二
十
二
条
に
基
づ
く
財
産
処
分
の
承
認
申
請
を

行
う
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
に
あ
た
っ
て
は
地
方
整
備
局
等

に
お
け
る
審
査
等
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
充
分
な
時
間
的

余
裕
を
も
っ
て
相
談
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

申
請
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
処
分
す
る
物
件
や
処
分

方
法
等
が
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
型
的
な
様
式
等
を

定
め
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
補
助
事
業
者
は
、
地
方
整

備
局
長
等
が
承
認
の
可
否
、
承
認
条
件
の
要
否
を
判
断
す

る
に
足
り
る
事
項
を
適
宜
記
載
し
て
申
請
を
行
う
こ
と
と

な
る
。

一
般
的
な
、
申
請
書
の
記
載
事
項
の
例
は
、
｢申
請
書

例
｣
の
と
お
り
で
あ
る
。

三

財
産
処
分
の
承
認
に
伴
う
補
助
金
の
返
還

道
路
局
所
管
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、
補
助
金
を
充
当
し

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令

(処
分
を
制
限
す
る
財
産
)

第
十
三
条

法
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
財
産
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

不
動
産

三

船
舶
、
航
空
機
、
浮
標
、
澤
さ
ん
橋
及
び
浮
ド
ッ
ク

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
従
物

四

機
械
及
び
重
要
な
器
具
で
、
各
省
各
庁
の
長
が
定
め
る
も
の

五

そ
の
他
各
省
各
庁
の
長
が
補
助
金
等
の
交
付
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
定
め
る
も
の



【申請書例】

番 号
平成 年 月 日

0 0 0 市 長

道路局所管補助事業により取得した財産の処分承認申請書

平成 年度の道路局所管補助事業において取得した財産の処分について承認を
受けたいので、 補助金等に係る予算の適正化に関する法律第二十二条の規定により、
下記のとおり申請する。

1 . 補助事業の内容 0 0 0事業費 市道補助 道路改築
事業費 千円 補助率 ○/ ○

2 , 事業の実施期間 平成○年度~ 平成○年度
3 . 財産の名称 不動産 (土地)
4 , 処分の方法 譲渡 (譲渡先 ○○0 0 ○)
5 , 財産の数量 公衆用道路 m 2

6 . 処分理由

7 . 処分金額 (概算) 円
8 . 処分予定日 平成 年 月 日
9 , 添付書類 (土地の場合の例)
1 ) 位置図
2 ) 申請理由書
3 ) 丈量図 (土地評価調書)
4 ) 譲渡先の事業概要
5 ) 完了実績報告書 (補助率差額分を含む)

て
取
得
し
た
財
産
を
処
分
す
る
こ
と
に
よ
り
補
助
事
業
者
が

利
益
を
得
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
財
産
処
分

に
伴
っ
て
生
じ
た
利
益
に
相
当
す
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
当

該
金
額
に
補
助
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
国
庫
に
返
還
す
べ
き

旨
の
条
件
を
附
す
る
こ
と
と
し
て
運
用
し
て
い
る
。

例
え
ば
、補
助
事
業
に
よ
り
整
備
し
た
道
路
に
お
い
て
、

線
形
変
更
等
に
よ
り
不
用
と
な
っ
た
土
地
を
有
償
で
処
分

す
る
場
合
に
は
、
処
分
価
格
に
補
助
率
を
乗
じ
て
得
た
額

ま
た
、
有
償
譲
渡
等
を
行
わ
ず
に
、
補
助
事
業
者
の
普
通

財
産
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
時
価
評
価
額

を
、
国
庫
に
返
還
す
べ
き
旨
の
条
件
を
附
す
る
こ
と
と
な

をを 【承認書例1

番 号

0 0 0 市 長

平成 年 月 日付け第 号で申請のあった国庫補助事業で取得した財産
の処分については、 補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律第二十二条の規
定により承認する。
なお、 承認に係る処分が完了した場合は、その旨を当職あて報告されたい。
また、 承認に係る処分から生じた利益については、補助金相当額を返還するものと

するので、 併せて報告されたい。

平成 年 月 日

32 首ネテセ 2007 12



に
補
助
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
返
還
す
る
こ
と
と
な
る
。

た
だ
し
、
処
分
価
格
又
は
時
価
評
価
額
が
当
該
土
地
の

取
得
時
の
価
格
を
超
え
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
該
超
え

る
部
分
に
は
補
助
金
は
充
て
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
補
助

金
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
じ
ま
な
い
。し
た
が
っ
て
、

返
還
額
は
当
該
土
地
の
取
得
価
格
に
補
助
率
を
乗
じ
て
得

た
額
を
上
限
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
以
下
に
掲
げ
る
場
合
に
は
補
助
事
業
者
の
利
益

に
相
当
す
る
金
額
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
返
還
条

件
を
附
す
る
必
要
は
な
い
。

･
廃
道
に
す
る
道
路
の
橋
梁
等
の
構
造
物
を
撤
去
し
た

場
合
で
、
撤
去
費
用
が
発
生
材
価
格
を
上
回
る
場
合

･
廃
道
に
す
る
道
路
の
橋
梁
等
の
構
造
物
を
存
置
す
る

場
合

(当
該
構
造
物
に
財
産
価
値
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
を
除
く
)

･
同
一
事
業
主
体
の
他
の
公
共
施
設
等
に
転
用
す
る
場

合
で
、
無
償
で
転
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合

補
助
金
の
返
還
条
件
を
附
し
た
場
合
に
は
、
補
助
事
業

者
は
財
産
の
処
分
の
完
了
後
、
処
分
価
格
の
算
定
根
拠
、

契
約
書
の
写
し
、
登
記
簿
の
写
し
等
の
関
係
書
類
を
添
え

て
地
方
整
備
局
長
等
に
報
告
を
行
い
、
地
方
整
備
局
長
等

は
、
こ
れ
を
確
認
の
上
、
補
助
金
返
還
命
令
を
行
う
こ
と

と
な
る
。

四

お
わ
り
に

前
回
ま
で
は
、
主
に
申
請
手
続
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
は
、
道
路
局
所
管
補
助

事
業
で
取
得
し
た
財
産
処
分
の
取
扱
い
に
関
し
議
論
が
生

じ
た
こ
と
を
聞
き
、
こ
の
事
案
を
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

今
後
も
、
道
路
局
所
管
補
助
事
業
に
関
し
、
疑
義
等
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
本
Q
&
A
で
も
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

≧首考千セ フ007･12 33

○○地方整備局長

番

長0 0 0 市 長

m
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ロ
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よに業

月
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事
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備

補

年

整

管道路局所管補助事業により取得した財産の処分について (報告)
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書
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【返還命令書例】

ので、下記のとおり報告する。

番

長0 0 0 市 長

道路局所管補助事業により取得した財産の処分に係る補助金の返還命令書

･ 年 月 日 号で承認した件について、 下記のとおりその返還

日

日

月

月

年

年

o

成

　
　

　

平
命を

驫還還返
返

　
　 目

"
年　



匪

霞

は

踵

囮

菫

隅

襲

燭

翻

鯵

醸

霜

覊

轉

藍

塹

轉

壗

権
限
は
行
使
で
き
な
い
ん
だ
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
だ
け
が
君

歩
道
の
新
設
等
に
つ
い
て

認
の
こ
と
を
守
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
、

と
い
う
夢
を
見

隧

て
い
た
気
が
す
る
と

嗣

ま
じ
め
な
顔
で
ぼ
く
が
い
う
と
、
マ
リ
コ
は
笑
っ
た
。

鞠
｢で
も
、
そ
れ
じ
ゃ
代
行
に
つ
い
て
は
カ
ミ
サ
マ
と
協
議

㈱

し
て
決
め
た
っ
て
こ
と
。｣

鞠
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
行
う

鞠

歩
道
の
新
設

範な
に
や
ら
気
が
か
り
な
夢
か
ら
目
が
さ
め
る
と
、
ま
た

な
ん
だ
か
ジ
ャ
ガ
イ
モ
み
た
い
で
か
わ
い
い
ん
だ
も
の
と

一
晩
、
路
政
課
で
過
ご
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
背
も

自
分
で
言
っ
て
お
か
し
く
な
っ
た
の
か
、

リ
コ
は
口

曲

｢そ
う
だ
よ
。
こ
れ
か
ら
そ
う
す
る
っ
て
協
議
し
て
決
め

道
路
局
路
政
課

認
た
ん
だ
o

そ
し
て
骼塑
啓
訟成
立
し
た
o
ど
の
よ
う
な
権
限

を
行
使
す
る
か
は
、
こ
れ
か
ら
ま
た
話
し
合
う
と

｢な
ん
だ
か
、
指
定
市
以
外
の
市
町
村
み
た
い
ね
。｣
と

マ
リ
コ
は
言
っ
た
。

ぼ
く
は
、
い
つ
か
、
こ
こ
ろ
に
決
め
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
て
い
た
。

た
れ
を
倒
し
て
寝
て
い
た
ぼ
く
に
は
、
い
つ
の
間
に
か
毛

布
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
室
内
の
照
明
は
消
え
て
い
て
、

冬
の
冷
た
い
朝
陽
が
ブ
ラ
イ
ン
ド
の
隙
間
か
ら
課
内
を
照

ら
し
て
い
る
。
黒
表
紙
や
昭
和
二
〇
年
代
の
資
料
の
ほ
こ

り
が
散
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
陽
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
と

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
パ
ソ
コ
ン

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
光
を
反
射
し
て
い
て
、
と
て
も
ま
ぶ

し
い
。
ぼ
く
は
そ
う
思
っ
た
。

｢
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
。
お
は
よ
う
。
マ
コ
ト
と

デ
ス
ク
の
上
に
つ
ま
れ
て
い
る
資
料
の
間
か
ら
、
マ
リ
コ

が
覗
き
込
ん
で
い
る
。
逆
光
で
目
を
細
め
な
が
ら
こ
ち
ら

を
見
て
い
る
。
左
ほ
ほ
の
え
く
ぼ
が
ま
ぶ
し
い
。
右
の
耳

に
髪
を
か
け
る
し
ぐ
さ
を
し
な
が
ら
、
微
笑
ん
で
い
る
。

｢お
は
よ
う
。
君
も
結
局
泊
ま
っ
た
の
か
と

｢そ
う
よ
、
し
ば
ら
く
あ
な
た
の
寝
顔
を
見
て
い
た
の
。

自
分
で
言
っ
て
お
か
し
く
な
っ
た
の
か
、
マ
リ
コ
は
口

元
を
お
さ
え
な
が
ら
静
か
に
笑
っ
た
。
ぼ
く
も
つ
ら
れ
て

笑
っ
た
。
マ
リ
コ
が
笑
っ
て
い
る
の
を
眺
め
て
い
る
と
、

眠
る
前
の
嫌
な
こ
と
は
す
べ
て
忘
れ
ら
れ
る
よ
う
な
気
が

し
た
。
マ
リ
コ
は
総
括
班
の
係
員
で
、
僕
と
は
同
じ
歳
。

今
年
、
二
九
に
な
る
。
朝
陽
に
照
ら
さ
れ
た
そ
の
顔
を
見

て
、
地
球
の
半
分
が
夜
に
な
る
こ
の
瞬
間
、
ぼ
く
だ
け
は

ず
っ
と
こ
の
朝
が
続
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
。
ぼ
く

に
と
っ
て
、
マ
リ
コ
は
特
別
な
存
在
で
あ
る
。

｢あ
の
方
に
代
わ
っ
て
、
ぼ
く
が
君
の
こ
と
を
守
っ
て
い

こ
う
と
思
う
。｣

｢あ
の
方
っ
て
、
カ
ミ
サ
マ
と
か
ホ
ト
ケ
サ
マ
と
か
の
こ

と
?

マ
コ
ト
が
代
行
す
る
の
?
｣
と
マ
リ
コ
は
言
っ
た
。

｢そ
う
。
代
理
じ
ゃ
な
く
て
代
行
だ
か
ら
、
神
様
の
指
揮

監
督
権
は
及
ば
な
い
し
、
代
行
し
て
い
る
以
上
、
も
と
も

と
全
治
に
つ
い
て
全
能
な
カ
ミ
サ
マ
や
ホ
ト
ケ
サ
マ
で
も

ぼ
く
と
マ
リ
コ
と
の
関
係
は
、
マ
リ
コ
の
母
親
の
葬
儀

の
一
週
間
く
ら
い
後
か
ら
始
ま
っ
た
。
い
ま
か
ら
一
年
半

前
の
そ
の
日
、
マ
リ
コ
は
気
丈
に
振
舞
っ
て
い
た
。
母
親

の
死
と
い
う
現
実
の
前
に
、
変
わ
っ
た
よ
う
な
雰
囲
気
は

一
切
な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
に
は
見
え
て
い
た
よ
う
だ
。

で
も
、
ぼ
く
は
マ
リ
コ
の
変
化
に
は
気
が
つ
い
て
い
た
。

職
場
で
目
が
合
う
た
び
に
、
屈
託
の
な
い
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ

な
笑
顔
を
ぼ
く
に
向
け
て
い
た
い
つ
も
の
マ
リ
コ
は
、
そ

m

こ
に
い
な
か
っ
た
。
遺
族
と
し
て
ぼ
く
た
ち
を
迎
え
る
と

?セ

き
、
彼
女
の
い
つ
も
の
左
ほ
は
の
え
く
ぼ
は
み
え
な
い
。

行

｢あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。｣

浦

マ
リ
コ
は
儀
礼
的
に
と
て
も
短
く
答
え
た
。

舛



次
の
日
、
マ
リ
コ
は
普
段
と
か
わ
ら
な
い
姿
で
職
場
に

来
た
。
そ
し
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
淡
々
と
仕
事
を
こ
な

し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
平
成
一
九
年
の
道
路
法
改
正
の

通
達
集
を
作
っ
て
い
た
よ
う
だ
。何
日
か
休
ん
だ
せ
い
か
、

マ
リ
コ
の
仕
事
は
と
て
も
た
ま

っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

と
て
も
忙
し
そ
う
に
動
き
回
っ
て
い
た
。
一
三
時
を
過
ぎ

て
も
、
マ
リ
コ
は
帰
宅
し
た
様
子
が
な
か
っ
た
。

日
付
が
変
わ
る
頃
、
有
料
道
路
課
に
資
料
を
取
り
立
て

に
い
っ
た
ぼ
く
は
、
そ
れ
を
補
佐
に
報
告
す
る
た
め
、
コ

ピ
ー
を
と
り
に
交
通
管
理
課
に
い
っ
た
。
路
政
課
と
交
通

管
理
課
へ
は
課
内
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
全
員
帰
っ
た
の

だ
ろ
う
か
、
照
明
は
消
え
、
コ
ピ
ー
機
だ
け
が
ぼ
う
っ
と

光
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
つ
ま
れ
た
コ
ピ
ー
用
紙
に
腰
か

け
、
マ
リ
コ
が
と
て
も
静
か
に
泣
い
て
い
た
。

コ
しめ
ん
。｣

マ
リ
コ
は
あ
わ
て
て
涙
を
拭
い
て
、
ぼ
く
に
笑
顔
を
向

け
た
。

｢わ
た
し
こ
そ
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
誰
も
こ
な
い
と
思
っ

て
。｣

｢
い
い
ん
だ
よ
。
路
政
課
の
コ
ピ
ー
機
使
う
か
ら
。｣

ぼ
く
は
、
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
い
る
補
佐
を
飲
み
に
誘

っ
た
。
ぼ
く
た
ち
が
い
た
ら
、
き

っ
と
マ
リ
コ
は
出
て
こ

ら
れ
な
い
と
思
っ
た
か
ら
。
補
佐
は
ふ
だ
ん
反
抗
的
な
ぼ

く
が
飲
み
に
誘
っ
た
こ
と
を
、
無
邪
気
に
喜
ん
だ
。
ぼ
く

は
、
マ
リ
コ
の
デ
ス
ク
に
、
ぴ
っ
た
り

一
〇
〇
曲
入
っ
た

き
o
A
を
置
い
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
『た
く
さ
ん
の
歌
を

聞
い
た
ら
。
何
か
気
が
ま
ぎ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
よ
。
そ

ん
で
指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
車
道
系
の
権
限
は
代
行
で

き
な
い
よ
。
な
に
し
ろ
、
歩
道
の
新
設
等
し
か
で
き
な
い

か
ら
ね
』
と
メ
モ
を
書
い
て
お
い
た
。

今
に
し
て
思
え
ば
、
相
応
し
く
な
い
歌
も
た
く
さ
ん
入

っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
マ
リ
コ
は
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
、
ぼ
く
の
机
の
中
に
そ
れ
を
返
し
て
く
れ
て
い

た
。
と
て
も
長
い
手
紙
が
一
緒
に
添
え
て
あ
っ
た
。

手
紙
に
は
、
入
っ
て
い
た
曲
の
中
に
と
て
も
気
に
入
っ

た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
、
泣
い
て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
て

す
こ
し
恥
ず
か
し
か
っ
た
こ
と
、
と
て
も
励
ま
さ
れ
た
こ

と
、
市
町
村
が
国
道
又
は
都
道
府
県
道
に
お
い
て
歩
道
の

新
設
等
を
行
っ
た
後
の
、
当
該
歩
道
等
の
敷
地
の
帰
属
に

つ
い
て
は
国
道
の
場
合
は
国
に
帰
属
し
、
都
道
府
県
道
の

場
合
は
代
行
す
る
か
し
な
い
か
の
協
議
の
時
に
あ
ら
か
じ

め
決
め
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
今
度
ゆ

っ
く
り
二
人
で
話
が
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
っ

た
。そ

し
て
、
ほ
ど
な
く
、
ぼ
く
た
ち
二
人
は
仕
事
帰
り
に

飲
み
に
行
っ
た
。
そ
の
と
き
は
午
前
二
時
を
回
っ
て
い
た

、と
田
き
つ
o

店
に
は
他
の
客
は
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
姿
勢
の
い

い
パ
リ
ッ
と
し
た
ス
ー
ツ
の
初
老
の
男
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー

の
一
番
奥
に
い
た
。
グ
ラ
ス
に
残
っ
た
わ
ず
か
な
ウ
ィ
ス

キ
ー
が
、
長
い
時
間
、
彼
が
そ
こ
に
い
た
こ
と
を
想
像
さ

せ
た
。
ぼ
く
た
ち
は
、
そ
の
姿
勢
の
い
い
初
老
の
男
か
ら

ち
ょ
う
ど
三
つ
は
な
れ
た
ス
ツ
ー
ル
に
な
ら
ん
で
腰
を
か

け
た
。
そ
し
て
、
ぼ
く
は
ボ
ウ
モ
ア
を
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
で
、

マ
リ
コ
は
キ
ー
ル
を
注
文
し
た
。

｢
こ
の
前
は
あ
り
が
と
う
。
な
ん
だ
か
元
気
に
な
っ
た

わ
。｣

｢ど
う
い
た
し
ま
し
て
。
で
も
君
が
指
定
市
以
外
の
市
町

村
が
占
用
許
可
を
代
行
し
た
場
合
に
お
け
る
道
路
を
ま
た

が
る
物
件
の
占
用
許
可
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
と
い
う
の

は
意
外
だ
っ
た
な
。｣

｢そ
う
ね
。
そ
も
そ
も
な
ん
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど
、

そ
う
い
う
特
別
な
も
の
っ
て
な
ん
だ
か
ほ
っ
と
け
な
い
の

よ
。｣
と
マ
リ
コ
は
言
っ
た
。

｢ま
あ
、
簡
単
な
こ
と
さ
。｣

ぼ
く
は
マ
ス
タ
ー
か
ら
マ
ド
ラ
ー
を
二
本
借
り
た
。
そ

し
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
平
行
に
置
い
た
。
そ
れ
と
ほ

ぼ
同
時
に
二
人
の
コ
ー
ス
タ
ー
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
グ
ラ
ス

が
置
か
れ
た
。

｢君
の
セ
ー
タ
ー
の
色
と
一
緒
だ
ね
。｣
と
僕
は
言
っ
た
。

｢こ
の
右
側
の
棒
が
歩
道
で
、
左
側
の
棒
が
車
道
だ
と
し

よ
う
。
歩
道
を
代
行
し
て
い
る
場
合
は
、
車
道
に
つ
い
て

は
占
用
の
権
限
は
な
い
。
で
も
ほ
ら
、
例
え
ば
、
こ
う
し

て
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
た
が
る
よ
う
な
物
件
が
あ
る
と
す
る

と
、
さ
て
都
道
府
県
か
指
定
市
以
外
の
市
町
村
か
ど
ち
ら

の
占
用
許
可
を
と
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。｣

｢難
し
い
わ
ね
。
で
も
両
方
か
ら
と
る
の
は
バ
カ
バ
カ
し

い
し
わ
ね
。
い
か
に
も
お
役
所
的
じ
ゃ
な
い
。｣



マ
リ
コ
は
マ
ド
ラ
ー
の
上
に
載
せ
た
二
つ
に
折

っ
た
紙

｢私
も
飲
ん
で
み
て
い
い
。｣

の
ナ
プ
キ
ン
を
持
ち
上
げ
、
そ
れ
を
指
の
上
で
器
用
に
く

｢も
ち
ろ
ん
。
い
い
よ
。｣

る
く
る
回
し
な
が
ら
、
難
し
そ
う
な
顔
を
つ
く
っ
た
。

｢な
ん
だ
か
懐
か
し
い
香
り
が
す
る
わ
。｣

｢そ
う
い
う
こ
と
は
占
用
者
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
な
い

と
い
け
な
い
。
つ
ま
り
ね
、
本
来
道
路
管
理
者
に
一
元
的

に
行
わ
せ
る
と
い
う
措
置
が
妥
当
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考

え
た
ん
だ
。
だ
か
ら
、
ま
た
が
る
も
の
に
つ
い
て
は
道
路

管
理
者
に
留
保
す
る
こ
と
に
し
た
。｣

｢な
る
ほ
ど
ね
。
み
ん
な
の
こ
と
考
え
る
道
路
管
理
者
っ

て
な
ん
だ
か
素
敵
ね
。
そ
れ
は
、
そ
う
と
、
あ
な
た
は
い

つ
も
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
頼
む
の
ね
認

｢う
ん
。
そ
う
な
ん
だ
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
シ
ン
グ

ル
モ
ル
ト
と
決
め
て
い
る
。
ピ
ュ
ア
な
感
じ
が
い
い
。
そ

し
て
、
な
ん
と
い
っ
て
も
指
定
市
以
外
の
市
町
村
に
似
て

い
る
。
歩
道
の
新
設
等
の
一
部
し
か
道
路
事
業
が
で
き
な

い
の
に
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
安
全
性
、
利
便
性
の

向
上
そ
し
て
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
ろ
う
と
し
て

い
る
。
そ
ん
な
感
じ
が
す
る
ん
だ
よ
。
そ
こ
に
は
つ
ね
に

新
し
さ
と
頑
な
さ
み
た
い
な
も
の
を
感
じ
る
ん
だ
。
自
動

車
の
交
通
の
発
達
を
前
提
に
構
成
さ
れ
て
い
る
、
い
や
、

少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

た
道
路
法
に
新
し
い
価
値
を
与
え
た
。
で
も
、
実
は
そ
れ

は
昔
か
ら
道
路
法
の
目
的
の
中
に
織
り
込
ま
れ
て
い
た
ん

だ
。
だ
か
ら
平
成
一
九
年
の
改
正
で
は
、
目
的
の
改
正
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。
昔
か
ら
あ
っ
た
な
に
か
を
気
付
か
せ

て
く
れ
る
。
そ
ん
な
ウ
ィ
ス
キ
ー
な
ん
だ
。｣

｢そ
れ
は
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
樽
に
し
み
こ
ん
だ
湖
の
せ
い

じ
ゃ
な
い
か
な
。｣

｢シ
オ
?
｣

｢そ
う
潮
。
海
の
近
く
に
醸
造
所
が
あ
る
ん
だ
よ
。
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
な
ん
と
か
と
い
う
と
て
も
小
さ
い
島
で

ね
。
島
の
全
部
が
潮
風
に
満
ち
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
牛

も
海
藻
を
食
べ
る
ら
し
い
。｣

そ
の
島
の
名
前
は
、
｢
ア
イ
ラ
島
｣
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
マ
ス
タ
ー
は
教
え
て
く
れ
た
。

｢な
ん
だ
か
思
い
出
し
ち
ゃ
う
わ
。｣

｢確
か
、
君
は
海
辺
の
ま
ち
の
生
ま
れ
だ
っ
た
ね
。｣

｢そ
う
な
の
、
よ
く
夕
暮
れ
ま
で
浜
辺
で
遊
ん
で
い
る
と
、

お
母
さ
ん
が
迎
え
に
来
て
く
れ
た
の
よ
ー
。｣

マ
リ
コ
は
し
ば
ら
く
考
え
込
む
よ
う
な
素
振
り
を
見
せ

た
。ぼ
く
は
声
を
か
け
よ
う
か
ど
う
か
し
ば
ら
く
迷
っ
た
。

何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
、
お
も
む
ろ
に
マ
リ
コ
が
話

し
始
め
た
。
じ
っ
と
グ
ラ
ス
を
み
つ
め
て
い
る
。
遠
く
を

見
つ
め
て
い
る
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

｢む
か
し
、
海
辺
の
岸
壁
で
か
く
れ
ん
ぼ
し
て
い
た
と
き
、

私
は
三
角
の
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
中
に
隠
れ
て
い
た
。
で
も

ね
、
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て
い
た
男
の
子
た
ち
は
、
誰
も
私

を
見
つ
け
て
く
れ
な
か
っ
た
。
い
つ
の
間
に
か
日
が
暮
れ

て
、
凄
く
寒
く
な
っ
た
。
そ
し
た
ら
、
外
が
暗
い
か
ら
出

る
の
が
こ
わ
く
な
ち
ゃ
っ
た
。
電
柱
の
影
が
お
そ
っ
て
く

る
く
ら
い
長
か
っ
た
の
。
と
て
も
怖
か
っ
た
。
そ
の
と
き

ば
か
り
は
、
う
ち
の
町
は
な
ん
で
代
行
し
た
り
し
な
か
っ

た
り
し
て
、
電
線
共
同
溝
を
整
備
し
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思

っ
た
わ
よ
。
で
も
、
お
母
さ
ん
が
迎
え
に
来
て
く
れ
た
の
。

そ
の
と
き
の
お
母
さ
ん
は
と
て
も
大
き
く
見
え
た
し
、
背

負
っ
て
く
れ
た
背
中
が
と
て
も
温
か
か
っ
た
。｣

｢
こ
の
間
は
、
残
念
だ

っ
た
ね
。
｣
と
ぼ
く
は
い
っ
た
。

そ
う
い
っ
て
欲
し
い
ん
だ
と
ぼ
く
は
思
っ
た
。
マ
リ
コ
は

続
け
て
言
っ
た
。

｢
い
い
の
よ
。
お
母
さ
ん
、
と
て
も
気
持
ち
よ
か
っ
た
と

思
う
わ
。
な
に
し
ろ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
屋
上
か
ら
飛
び
降
り

た
ん
だ
も
の
。
四
四
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
屋
上
か
ら

の
東
京
の
夜
は
き
れ
い
だ
し
、
き
っ
と
そ
の
瞬
間
、
死
の

う
と
思
っ
た
嫌
な
こ
と
、
全
部
忘
れ
ち
や
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
。
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
代
行
事
業
を
全
部
終

え
て
、
す
っ
か
り
権
限
を
都
道
府
県
に
返
し
ち
や
っ
た
と

き
み
た
い
に
、
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
。
整
備
は
し
た
け
ど
、

維
持
･
修
繕
等
の
管
理
は
も
う
し
ま
せ
ん
っ
て
ね
。｣

そ
こ
ま
で
言
う
と
、
マ
リ
コ
は
そ
っ
と
目
を
閉
じ
た
。

ま
つ
毛
が
と
て
も
長
い
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
隅
に
い
た
客
は

い
つ
の
間
に
か
い
な
く
な
っ
て
い
た
。
店
に
は
、
ぼ
く
と

マ
リ
コ
と
マ
ス
タ
ー
の
三
人
だ
け
し
か
い
な
い
。
マ
ス
タ

ー
は
客
用
の
ソ
フ
ァ
ー
に
腰
掛
け
て
、
繰
り
返
さ
れ
る
テ

レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
。
し
ば
ら
く
マ
リ
コ
は
黙

っ
て
い
た
。
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｢突
然
だ
っ
た
ん
だ
も
の
。｣

お
も
む
ろ
に
マ
リ
コ
は
話
し
始
め
た
。

｢指
定
市
以
外
の
市
町
村
な
ら
、
少
な
く
と
も
代
行
す
る

と
き
に
公
示
は
す
る
わ
よ
ね
。
何
し
ろ
管
理
者
が
変
わ
る

ん
だ
か
ら
。
そ
れ
が
な
い
の
は
ひ
ど
い
わ
よ
。
そ
し
て
、

お
母
さ
ん
は
、
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
代
行
し
て
拡
幅

す
る
必
要
も
な
い
く
ら
い
の
広
い
歩
道
に
落
ち
た
の
。
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
は
き
っ
と
凄
く
冷
た
く
て
、
お
母
さ
ん
は
影

も
形
も
な
い
お
母
さ
ん
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
!
。
わ
た
し
を

守
っ
て
く
れ
た
お
母
さ
ん
は
今
は
い
な
い
。｣

マ
リ
コ
は
声
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
続
け
た
。

｢指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
発
見
す
る
ま
で
、
お
母
さ
ん

は
た
っ
た
一
人
で
そ
こ
に
い
た
の
。
結
局
、
そ
こ
は
指
定

市
以
外
の
市
町
村
が
代
行
し
て
維
持
し
て
い
た
歩
道
だ
っ

た
か
ら
、
発
見
し
た
の
も
片
付
け
た
の
も
指
定
市
以
外
の

市
町
村
だ
っ
た
。｣

マ
リ
コ
は
ひ
ど
く
混
乱
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
ぼ
く

は
マ
リ
コ
の
肩
に
そ
っ
と
手
を
ま
わ
し
、
マ
リ
コ
の
肩
を

弓
き
寄
せ
た
。

｢も
う
い
い
ん
だ
よ
。
結
局
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
整

備
後
も
維
持
を
行
う
こ
と
も
あ
る
し
、
維
持
だ
け
を
行
う

こ
と
も
あ
る
。
亡
く
な
っ
た
お
母
さ
ん
は
も
う
君
の
事
を

維
持
で
き
な
い
な
ら
、
ぼ
く
が
代
わ
っ
て
維
持
す
る
だ

け
。｣

｢ぼ
く
が
代
行
す
る
よ
。｣
と
ぼ
く
は
言
っ
た
。

そ
の
夜
、
ぼ
く
は
マ
リ
コ
を
改
築
し
た
。
そ
し
て
、
ぼ

く
た
ち
は
付
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
は
ぎ
こ
ち
な

く
、
指
定
市
以
外
の
市
町
村
の
話
く
ら
い
し
か
共
通
の
話

題
は
な
か
っ
た
。

｢
シ
ャ
ン
プ
ー
の
香
り
が
す
る
ね
。｣
と
ぼ
く
は
言
っ
た
。

｢そ
う
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
き
た
の
。
四
階
で
ど
こ
か

の
局
の
大
臣
レ
ク
が
始
ま
る
頃
、
わ
た
し
は
地
下
一
階
で

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
の
。
ど
う
せ
誰
も
来
な
い
か
ら
、
脱

衣
所
で
服
も
下
着
も
乱
暴
に
脱
ぎ
捨
て
て
。
で
も
体
は
ゆ

っ
く
り
根
気
よ
く
洗
う
。
最
後
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
、
じ
っ

と
熱
い
シ
ャ
ワ
ー
を
し
ば
ら
く
浴
び
る
の
。
そ
う
す
る
と

ね
、
ど
こ
か
の
タ
コ
部
屋
の
一
年
生
の
こ
と
が
頭
に
浮
か

ぶ
の
。
大
臣
室
か
ら
電
話
が
き
て
、
慌
て
て
上
司
が
忘
れ

た
資
料
を
届
け
に
行
く
イ
チ
ネ
ン
セ
イ
。
カ
レ
、
も
し
か

し
た
ら
カ
ノ
ジ
ョ
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
カ
レ
は
階
段
を

一
段
飛
ば
し
で
駆
け
上
が
っ
て
い
く
。｣

｢で
も
や
り
直
し
だ
ね
。
イ
チ
ネ
ン
セ
イ
は
言
わ
れ
た
資

料
を
間
違
え
る
生
き
物
だ
か
ら
。｣

｢そ
う
、
で
も
そ
れ
も
届
け
て
か
ら
気
付
く
の
よ
。
｢こ

れ
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
｣
っ
て
頭
ご
な
し
に
言
わ
れ
て
ね
。
結
局
、

も
う
一
往
復
す
る
。
最
初
は
凄
く
焦
る
の
、
自
分
の
ミ
ス

と
自
分
の
人
生
を
考
え
る
。
で
も
、
局
に
も
ど
っ
て
、
最

後
に
も
う
一
度
四
階
に
着
く
と
き
、
そ
の
と
き
の
カ
レ
の

心
は
本
当
に
純
真
な
も
の
よ
。
早
く
な
ん
と
か
し
た
い
。

そ
れ
だ
け
、
ま
る
で
、
ガ
ン
ジ
ス
川
を
そ
こ
が
海
だ
と
思

っ
て
泳
い
で
い
る
イ
ル
カ
の
よ
う
に
、
無
垢
な
の
。
そ
し

て
、
資
料
が
届
き
終
わ
っ
た
頃
、
私
も
シ
ャ
ワ
ー
を
出
る
。

鏡
の
前
に
出
て
自
分
の
体
を
見
つ
め
る
の
。
カ
レ
の
よ
う

に
、
イ
ル
カ
の
よ
う
に
今
日
一
日
も
純
粋
で
い
ら
れ
る
よ

う
に
体
の
隅
々
ま
で
自
分
を
見
つ
め
る
の
。｣

｢息
の
詰
ま
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
大
臣
室
、
走
り
回
る

イ
チ
ネ
ン
セ
イ
、
鏡
の
前
の
裸
の
女
。
そ
れ
が
こ
の
省
の

朝
か
。｣

｢そ
し
て
私
は
静
か
に
席
に
つ
く
。
そ
し
て
、
資
料
の
間

か
ら
あ
な
た
を
覗
き
込
む
。
ほ
ど
な
く
、
あ
な
た
が
夢
か

ら
目
覚
め
る
の
。
ま
た
、
新
し
い
一
日
が
始
ま
る
の
よ
。｣

｢ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
よ
う
な
ぼ
く
。｣

｢ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
よ
う
な
あ
な
た
。｣
マ
リ
コ
は
確
認
す

る
よ
う
に
鸚
鵡
返
し
た
。

｢そ
し
て
、
記
念
碑
的
な
恋
。｣

｢記
念
碑
的
な
街
灯
。
記
念
碑
的
な
街
灯
を
一
本
だ
け
や

る
の
は
、
市
町
村
が
代
行
す
る
よ
り
、
占
用
さ
せ
ち
ゃ
っ

た
ほ
う
が
手
続
き
は
楽
よ
ね
。
代
行
は
な
に
し
ろ
歩
行
空

間
の
整
備
と
い
う
面
的
な
整
備
を
前
提
に
考
え
て
い
る
ん

で
し
ょ
。
で
も
附
属
物
は
車
道
で
も
整
備
で
き
る
。｣

｢そ
う
だ
ね
。
複
雑
で
、
そ
し
て
不
完
全
な
存
在
ね
。
指

定
市
以
外
の
市
町
村
っ
て
。｣

ぼ
く
た
ち
は
し
ば
ら
く
見
つ
め
合
い
、
ぼ
く
は
こ
こ
ろ

に
決
め
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
い
つ
か
言
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
言
う
こ
と
に
し
た
。

｢ぼ
く
も
不
完
全
な
ん
だ
。
完
全
な
管
理
は
で
き
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
君
を
管
理
す
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
つ
も
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な
く
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
か
ら
ね
。
と
く
に
改
築

＼

ノ

や
修

員
と
り
わ
け
災

。夏
旧
は

し
い
、
も
し

な
ら

今
月
の
ま
と
め

や
修
繕
、と
り
わ
け
災
害
復
旧
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
維
持
や
そ
の
他
の
管
理
は
き
っ
と
で
き
る
し
、
そ
れ

だ
け
で
も
君
は
と
て
も
ス
テ
キ
で
い
つ
づ
け
て
い
て
く
れ

る
と
思
う
ん
だ
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
と
結
婚
し
て
く
れ
な
い

か
。
ぼ
く
は
君
に
と
っ
て
の
指
定
市
以
外
の
市
町
村
で
あ

り
た
い
i
。｣

マ
リ
コ
の
頬
に
涙
が
つ
た
っ
て
い
る
。
マ
リ
コ
は
拭
お

う
と
も
し
な
い
。
ぼ
く
は
マ
リ
コ
の
気
持
ち
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
不
安
は
あ
っ
た
が
、
で
も
、

な
ぜ
か
後
悔
は
し
て
い
な
い
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
朝
に
道
路

法
の
資
料
に
囲
か
こ
ま
れ
な
が
ら
言
う
言
葉
で
も
な
い
よ

う
な
気
も
し
た
が
、
で
も
ー
。

｢あ
り
が
と
う
。
と
て
も
ス
テ
キ
な
プ
ロ
ポ
ー
ズ
ね
。
き

っ
と
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
わ
。｣

そ
い
う
と
マ
リ
コ
は
静
か
に
目
を
閉
じ
た
。
ぼ
く
た
ち

は
静
か
に
キ
ス
を
し
た
。

ぼ
く
は
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
設
置
し
た
並
木
に
と

ま
り
、
そ
こ
か
ら
羽
化
す
る
季
節
は
ず
れ
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ

ウ
の
こ
と
を
考
え
た
。

○
権
限
の
代
行
は
、
い
わ
ゆ
る
代
理
又
は
委
任
と
は
異
な

る
。
代
行
者
は
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
一
定
の
事
務
を

執
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
き
、
道
路
管
理
者
の
権
限

の
う
ち
、
当
該
事
務
の
執
行
に
必
要
な
も
の
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
①
代
行
者
が
代
行
す
る

権
限
は
道
路
管
理
者
が
行
使
で
き
な
い
。
②
道
路
管
理

者
は
代
行
者
に
対
す
る
指
揮
監
督
権
を
有
し
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
両
者
の
間
に
は
権
限
の
調
整
の
問
題
が
生

ず
る
に
す
ぎ
な
い
。
③
代
行
者
は
代
行
す
る
権
限
の
範

囲
内
で
道
路
管
理
者
と
同
一
の
地
位
に
あ
る
た
め
、
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
代
行
者
を
も
っ
て
道
路
管
理
者

と
み
な
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

○
市
町
村
が
国
道
又
は
都
道
府
県
道
に
お
い
て
歩
道
の
新

設
等
を
行
っ
た
後
の
、
当
該
歩
道
等
の
敷
地
の
帰
属
に

つ
い
て
は
国
道
の
場
合
は
国
に
帰
属
し
、
都
道
府
県
道

の
場
合
は
代
行
す
る
か
し
な
い
か
の
協
議
の
時
に
あ
ら

か
じ
め
決
め
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

○
市
町
村
が
道
路
法
第
一
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
歩

道
等
の
管
理
を
行
う
際
、
占
用
許
可
の
権
限
を
代
行
す

る
と
き
に
、
歩
道
等
と
車
道
を
ま
た
が
る
占
用
物
件
の

許
可
に
つ
い
て
は
、
占
用
者
の
利
便
の
確
保
を
図
る
観

点
か
ら
、
道
路
管
理
者

(都
道
府
県
)
に
留
保
し
て
お

く
べ
き
で
あ
る
。

○
道
路
法
第
一
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
歩
道
の
新
設

等
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
安
全
性
、
利
便
性
の

向
上
そ
し
て
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
道
路

法
の
目
的
に
あ
る
道
路
網
の
整
備
の
範
囲
内
の
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
目
的
で
も
っ
て
行
わ
れ
る

歩
道
の
新
設
等
は
、
故
に
あ
る
程
度
の
面
的
な
広
が
り

を
も
っ
た
整
備
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
街
灯
を
一

本
だ
け
整
備
す
る
よ
う
な
、
単
発
で
の
整
備
に
つ
い
て

は
占
用
等
の
そ
の
他
の
道
路
法
の
手
続
き
を
用
い
た
方

が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
o

o
指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
電
線
共
同
溝
の
整
備
も
代

行
で
き
る
。

○
指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
自
ら
整
備
し
て
い
な
い
指

定
区
間
外
国
道
及
び
都
道
府
県
道
の
維
持

･
修
繕
に
つ

い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
た
だ
し
、
災
害
復

旧
に
つ
い
て
は
代
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。



〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
六
年
三
一月
九
日

神
戸
地
裁

請
求
全
部
認
容

(被
告
控
訴
)

〔二
審
判
決
〕
平
成
一
七
年
三
一月
二
二
日

大
阪
高
裁

控
訴
棄
却

(被
告
上
告
)

〔上
告
審
決
定
〕
平
成
一
人
年
六
月
一
日

最
高
裁

上
告
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
規
定
す
る
営
造
物
の
設
置
又

は
管
理
の
瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
瑕
疵
の
有
無
は
、
当
該
営

造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸

般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に
判
断
す
べ

き
も
の
と
さ
れ
る
。

道
路
に
お
け
る
管
理
瑕
疵
の
判
断
に
際
し
て
は
、
道
路

内
に
お
け
る
維
持
管
理
状
況
の
み
な
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ

‐三 ′, .
"
㈹

‐ - 圏

て
は
、
道
路
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
危
険
物

(転
石
･
倒

し
た
た
め
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
、
被
告
県
が
平
成

木
等
)
に
対
す
る
対
処
状
況
も
考
慮
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

一
六
年

一
二
月
三
一
日
受
付
で
、
被
告
県
補
助
参
加

本
件
は
、
道
路
外
に
存
す
る
危
険
物
を
発
見
･
特
定
す
る

た
め
の
対
応

(パ
ト
ロ
ー
ル
)
の
実
施
状
況
の
当
否
に
関

す
る
裁
判
所
の
判
断
の
一
例
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一

事
案
の
概
要

1

本
件
は
、
亡
A
が
、
自
動
二
輪
車
に
乗
っ
て
県
道
上

を
走
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
県
道
脇
の
山
林
の
中
か
ら

枯
れ
た
松
の
木
が
倒
れ
か
か
っ
て
き
て
そ
の
頭
部
を
直

撃
し
た
た
め
、脳
挫
傷
に
よ
り
死
亡
し
た
事
故
に
つ
き
、

亡
A
の
相
続
人
で
あ
る
被
控
訴
人

(原
告
)
ら
が
、
国

家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
き
、
県
道
の
設
置
管
理
者

で
あ
る
控
訴
人

(被
告
県
)
に
対
し
、
損
害
賠
償
を
請

求
し
た
事
案
で
あ
る
。

原
判
決

(
一
審
)
は
、
原
告
ら
の
請
求
を
全
部
認
容

一
六
年

一
二
月
三
一
日
受
付
で
、
被
告
県
補
助
参
加

人
が
同
月
二
二
日
受
付
で
そ
れ
ぞ
れ
控
訴
し
た
。

2

前
提
事
実

(争
い
の
な
い
事
実
及
び
証
拠
上
明
ら

か
な
事
実
)

①
ア

亡
A
は
、
平
成

一
三
年

三

月
一
〇
日
午
前

九
時
四
五
分
ご
ろ
、
自
動
二
輪
車
を
運
転
し
て
、

被
告
県
が
設
置
、
管
理
す
る
県
道

(以
下

｢本

件
県
道
｣
と
い
う
。)
を
走
行
中
、
進
行
方
向
左

側
の
山
林
か
ら
突
然
倒
れ
て
き
た
赤
松

(以
下

｢本
件
倒
木
｣
と
い
う
。)
に
頭
部
を
直
撃
さ
れ
、

脳
挫
傷
の
た
め
に
死
亡
し
た

(以
下

｢本
件
事

故
｣
と
い
う
。
)。

イ

本
件
倒
木
は
、
直
径

一
七

･
五
な
い
し
二
〇

皿
、
総
長
七

･
七
m
、
総
重
量

一
二
六

･
六
贈

自
動
二
輪
車
に
道
路
外
か
ら
の
倒
木
が
直
撃
し
た

事
故
に
つ
い
て
道
路
の
管
理
職
疵
が
争
わ
れ
た
事
例

!
倒
木
接
触
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
ー道

路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直



に
及
ぶ
も
の
で
、
倒
れ
た
衝
撃
の
た
め
三
つ
に
折

れ
て
い
る
。
本
件
県
道
に
は
み
出
し
た
の
は
、
上

記
三
つ
に
折
れ
た
部
分
の
内
、
中
央
部

(長
さ

一
･
六
m
、
幹
の
太
さ
直
径

一
八
皿
、
重
量

一

九
･
四
蝮
)
及
び
先
端
部

(長
さ
二
･
五
m
、
幹

の
太
さ
直
径
約
一
七
･
五
m
、重
量
三
四
･
四
脂
)

で
、
そ
の
長
さ
及
び
重
量
の
合
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ

四

･
一
m
あ
る
い
は
五
三
･
八
腹
に
上
る
。

本
件
倒
木
は
、
亡
A
が
走
行
す
る
車
線
左
側
の

森
林
組
合
所
有
の
山
林

(斜
面
)
内
に
あ
っ
た
も

の
で
、
当
日
の
強
風

(晴
れ
時
々
曇
り
、
最
大
瞬

間
風
速
一
三
m
毎
秒
)
の
た
め
、
県
道
上
に
倒
れ

か
か
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。本
件
倒
木
の
根
は
、

県
道
脇
の
側
溝
か
ら
水
平
距
離
で
三
･
八
m
、
高

さ
約
一
･
五
m
の
場
所
に
あ
っ
た
。
同
場
所
周
辺

に
は
、
杉
や
桧
が
植
林
さ
れ
、
本
件
倒
木
の
前
面

(側
溝
か
ら
二
･
五
m
の
地
点
)
に
は
、
相
当
背

の
高
い
杉
の
木
が
生
え
、
す
ぐ
後
ろ
に
も
桧
が
あ

る
。
同
斜
面
に
は
、
県
道
近
く
か
ら
背
丈
約
一
･

八
m
の
ク
マ
ザ
サ
が
一
面
に
覆
い
茂
り
、
上
記
杉

や
桧
の
根
元
部
分
の
視
野
を
遮
っ
て
い
る
。
本
件

倒
木
の
根
元
は
、
白
蟻
の
た
め
完
全
に
腐
食
し
、

本
件
倒
木
も
枝
葉
が
全
く
な
い
状
態
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
枯
れ
て
か
ら
相
当
年
数
が
経
過
し
て
い

る
も
の
と
推
認
さ
れ
る
。

本
件
事
件
後
、現
場
付
近
の
樹
木
は
伐
採
さ
れ
、

エ

当
時
と
は
状
況
が
変
化
し
て
い
る
。

二

争
点

1

本
件
事
故
の
発
生
に
つ
き
、
被
告
県
に
道
路
管
理

上
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
え
る
か

(争
点
1
)。

2

亡
A
に
生
じ
た
損
害

(争
点
2
)。

略

三

争
点
に
対
す
る
当
事
者
の
主
張

争
点
1
に
つ
い
て

の

原
告
ら
の
主
張

ア

本
件
事
故
は
、
被
告
県
が
本
件
県
道
を
管
理
す

る
に
当
た
り
、
倒
れ
て
く
る
お
そ
れ
の
あ
る
枯
れ

木
等
の
障
害
物
に
よ
り
、
通
行
者
が
不
慮
の
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
事
前

に
発
見
し
、
除
去
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
の
に
こ

れ
を
怠
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い
う

｢公

の
営
造
物
の
管
理
の
瑕
疵
｣
が
あ
っ
た
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

イ

本
件
倒
木
は
、既
述
の
よ
う
に
大
き
な
も
の
で
、

本
件
県
道
か
ら
わ
ず
か
な
距
離
の
場
所
に
放
置
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が

｢森
林
の
奥

に
分
け
入
ら
な
け
れ
ば
発
見
で
き
な
い
状
態
｣
に

あ
っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ず
、
そ
れ
を
発
見
で

き
な
か
っ
た
の
は
、
被
告
県
の
管
理
の
慨
怠
に
よ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ウ

本
件
倒
木
は
、
被
告
県
も
認
め
る
と
お
り
、

｢枯
れ
て
か
ら
数
年
経
ち
｣
、
｢枝
葉
は
既
に
枯
れ

落
ち
て
｣、
｢幹
の
根
元
は
腐
っ
て
折
れ
て
｣
い
た

も
の
で
あ
る
。
如
何
に
人
的
･
時
間
的
制
約
を
考

慮
し
た
と
し
て
も
、
数
年
間
こ
の
よ
う
に
大
き
な

倒
木
が
実
際
に
倒
れ
て
く
る
ま
で
発
見
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
、
必
要
最
小
限
の
管
理
を
怠
っ
て
い

た
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

エ

控
訴
審
で
付
加
さ
れ
た
主
張

被
告
県
の
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
態

は
、
時
速
約
四
○
騙
で
道
路
を
走
行
し
、
そ
の
助

手
席
及
び
後
部
座
席
か
ら
沿
道
を
目
視
す
る
と
い

う
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
杜
撰
な
内
容
で

あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
被
告
県
が

策
定
し
て
い
る

｢道
路
管
理
パ
ト
ロ
ー
ル
要
綱
｣

で
は
、
平
常
時
パ
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
、
日
常
パ
ト

ロ
ー
ル
の
ほ
か
、
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
、
夜
間
休
日

パ
ト
ロ
ー
ル
、
随
時
パ
ト
ロ
ー
ル
の
定
め
が
あ
る

が
、
実
際
に
は
日
常
パ
ト
ロ
ー
ル
し
か
実
施
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

本
件
倒
木
は
、
道
路
か
ら
約
四
m
程
度
の
箇
所

に
あ
っ
た
も
の
で
、
直
径

一
七

･
五
な
い
し
二
0

m
、
全
体
の
長
さ
七
･
七
m
、
総
重
量
一
一
エ
ハ
･

六
贈
に
及
ぶ
巨
大
な
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
枯

れ
て
か
ら
相
当
年
数
の
経
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
、
的
確
な
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
て



い
れ
ば
、
本
件
事
故
以
前
に
容
易
に
発
見
さ
れ
て

道
路
管
理
パ
ト
ロ
ー
ル
要
綱
を
定
め
て
、
同
要

⑨
B
事
業
所
が
管
理
す
る
県
道
は
、
沿
道
の
大

い
た
と
認
め
ら
れ
る
。

岡
こ
是
"

･

袋
升

迄
漏
･

こ

8
ト
ミ

ま
た
、
被
告
県
は
、
平
成
一
三
年
六
月
に
枯
れ

木
等
の
調
査
を
実
施
し
、
伐
採
作
業
を
行
っ
た
と

主
張
す
る
が
、
本
件
事
故
現
場
は
上
記
調
査
、
伐

採
の
実
施
場
所
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
、

現
場
付
近
で
枯
れ
木
が
発
見
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

同
様
の
枯
れ
木
が
本
件
事
故
現
場
を
含
む
他
の
場

所
に
も
存
在
す
る
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
し
得
た

は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
被
告
県
は
、
本
件
事
故
が
発
生
し
た

日
に
強
い
北
風
が
吹
い
て
い
た
こ
と
を
、
本
件
事

故
が
不
可
抗
力
で
あ
っ
た
こ
と
の
理
由
と
し
て
主

張
す
る
が
、
本
件
事
故
発
生
日
ま
で
に
そ
れ
以
上

の
強
い
風
が
吹
い
て
い
た
こ
と
は
証
拠
上
明
ら
か

で
あ
る
。

な
お
、
本
件
倒
木
が
他
人
の
所
有
地
に
存
在
し

て
い
た
点
に
つ
い
て
は
、
被
告
県
が
当
該
土
地
所

有
者
に
注
意
を
喚
起
し
た
り
、
土
地
所
有
者
に
代

わ
っ
て
伐
採
等
の
措
置
を
取
る
こ
と
が
容
易
に
で

き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
被

告
県
が
管
理
責
任
を
免
れ
得
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。

②
被
告
県
の
主
張

ア
の

被
告
県
は
、
管
理
す
る
本
件
県
道
等
の
道
路

の
後
発
的
な
瑕
疵
を
発
見

･
補
修
す
る
た
め
、

綱
に
従
い
、
各
土
木
事
務
所
毎
に
編
成
さ
れ
た

パ
ト
ロ
ー
ル
班
が
、
交
通
不
能
区
間
を
除
く
全

路
線
を
一
日
一
回
、
週
五
日
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
穴
ぼ
こ
や
、
落
下
物
、
法
面

か
ら
の
落
石
、
倒
木
等
に
よ
る
通
行
障
害
の
有

無
な
ど
、
要
綱
で
定
め
ら
れ
た
点
検
項
目
を
点

検
し
て
い
る
。
仮
に
、
倒
木
あ
る
い
は
倒
木
と

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
木
を
発
見
し
た
場
合
、
そ

の
周
辺
地
域
に
お
い
て
徒
歩
に
よ
る
詳
細
な
調

査
を
行
い
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
で
措
置
で
き
る

も
の
は
自
ら
措
置
し
、
民
有
地
に
存
す
る
場
合

な
ど
自
ら
措
置
で
き
な
い
も
の
は
、
緊
急
や
む

を
得
な
い
場
合
を
除
い
て
、
そ
の
木
又
は
土
地

の
所
有
者
に
伐
採
さ
せ
て
い
る
。

の
本
件
県
道
を
管
理
し
て
い
た
の
は
、
B
事
業

所
で
あ
り
、
同
事
業
所
で
は
、
三
名
の
土
木
技

術
員
で
パ
ト
ロ
ー
ル
班
を
編
制
し
、
点
検
を
し

て
い
た
。
こ
れ
ら
三
名
の
役
割
分
担
は
、
①
運

転
手
が
路
面
上
の
障
害
の
有
無
の
確
認
を
、
②

助
手
席
の
者
が
路
面
上
及
び
道
路
に
隣
接
す
る

家
屋
や
土
地
か
ら
生
ず
る
障
害
の
有
無
の
確
認

を
、
③
後
部
座
席
に
い
る
者
が
、
民
地
の
斜
面

に
存
在
す
る
石
や
樹
木
、
家
屋
の
塀
や
上
空
か

ら
の
障
害
な
ど
に
注
意
を
払
う
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

部
分
が
山
林
で
占
め
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ

る
た
め
、
道
路
管
理
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

お
い
て
も
、
倒
木
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
木
の

発
見
や
、
落
石
等
に
よ
る
路
上
の
障
害
物
の
発

見
に
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

は
パ
ト
ロ
ー
ル
日
誌
の
記
載
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。

イ
の

本
件
事
故
現
場
付
近
は
、
杉
･
桧
等
の
常
緑

針
葉
樹
が
群
生
す
る
昼
間
で
も
薄
暗
い
山
の
谷

間
で
あ
り
、
か
つ
、
本
件
倒
木
の
周
囲
は
、
枝

打
ち
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
杉
の
枝
及
び
葉

が
低
い
位
置
ま
で
う
っ
そ
う
と
繁
り
、
ま
た
、

下
草
刈
り
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
熊
笹

が
高
く
繁
る
状
況
に
あ
っ
た
。

の
本
件
倒
木
は
、そ
の
根
元
が
腐
っ
て
い
た
が
、

前
面
の
杉
の
枝
が
張
っ
て
い
た
点
か
ら
考
え
る

と
、
同
杉
の
枝
に
支
え
ら
れ
て
立
っ
て
い
た
も

の
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
道
路
側
か
ら

杉
の
枝
葉
や
熊
笹
の
間
か
ら
、
本
件
倒
木
の
幹

の
一
部
が
見
え
た
と
し
て
も
、
枯
れ
て
樹
皮
が

は
げ
落
ち
茶
色
が
か
っ
た
本
件
倒
木
の
幹
は
、

樹
木
の
陰
に
な
り
、
周
り
の
木
と
同
化
し
枯
れ

て
倒
れ
る
よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
は
把
握
で

き
な
か
っ
た
。

0

と
こ
ろ
で
、
原
告
ら
は
、
｢写
真
よ
り
、
天



気
の
良
い
昼
間
の
道
路
か
ら
倒
木
が
は
っ
き
り

分
か
る
こ

旨
主
張
す
る
。

し
か
し
、
同
写
真
は
、
現
場
の
状
況
を
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
、
目
立
ち
易
い
赤
目
ポ
ー

ル
を
使
っ
た
り
、
同
撮
影
の
た
め
職
員
が
踏
み

込
ん
だ
り
、
そ
れ
以
前
に
も
、
本
件
事
故
の
捜

査
の
た
め
、
警
察
官
が
現
場
に
入
る
等
し
て
熊

笹
が
踏
み
つ
け
ら
れ
る
等
し
て
、
現
場
が
見
や

す
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
看
過
し
て
い

る
。

ウ

本
件
事
故
の
原
因
は
、
こ
の
よ
う
に
本
件
倒
木

が
周
囲
の
杉
に
も
た
れ
掛
か
っ
て
立
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
本
件
事
故
発
生
前
夜
か
ら
の
平
成
一
三
年

度
に
お
け
る
最
高
レ
ベ
ル
の
強
い
北
風
の
た
め
、

本
件
倒
木
が
南
側
道
路
へ
と
投
げ
出
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
生
じ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

エ

本
件
倒
木
は
、
上
記
イ
の
と
お
り
の
状
況
に
あ

り
、
同
ア
で
述
べ
た
十
分
な
巡
視
を
行
っ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
予
兆
す
ら
発
見
で
き
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
件
倒
木
が
、
突
然
、
本

件
県
道
に
倒
れ
て
き
て
、
走
行
中
の
亡
A
に
直
撃

す
る
と
い
う
本
件
事
故
に
つ
い
て
通
常
予
測
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
予
見
可
能
性
な
ど
な
か

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

オ

ま
た
、
本
件
倒
木
が
道
路
上
に
倒
れ
た
の
は
、

一
年
間
で
最
高
レ
ベ
ル
の
北
か
ら
の
強
風
に
起
因

す
る
の
で
あ
り
、
被
告
県
に
と
り
不
可
抗
力
で
あ

っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

力

控
訴
審
で
付
加
さ
れ
た
主
張

本
件
事
故
現
場
で
あ
る
道
路
付
近
は
、
本
件
倒

木
よ
り
も
背
の
高
い
杉
や
桧
が
群
生
す
る
森
林

で
、
昼
間
で
も
薄
暗
い
山
の
谷
間
で
あ
り
、
本
件

倒
木
か
ら
わ
ず
か
一
･
三
m
離
れ
た
位
置
に
あ
っ

た
杉
に
は
、
枝
葉
が
生
い
茂
り
、
そ
の
東
側
は
楓

に
覆
わ
れ
、
ま
た
地
表
付
近
は
熊
笹
に
覆
わ
れ
て

い
た
か
ら
、
本
件
事
故
前
に
は
、
森
林
の
奥
に
分

け
入
る
の
で
な
い
限
り
、
本
件
倒
木
を
発
見
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

被
告
県
に
お
い
て
は
、
県
全
体
と
し
て
の
統
一

的
な
道
路
管
理
パ
ト
ロ
ー
ル
の
水
準
を
確
保
す
る

た
め
、
｢道
路
管
理
パ
ト
ロ
ー
ル
要
綱
｣
を
策
定

し
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
本
件
県
道
に
つ
い

て
は
、
B
事
業
所
の
三
名
の
土
木
技
術
員
が
パ
ト

ロ
ー
ル
班
を
編
成
し
、
一
日
一
回
、
週
五
日
、
倒

れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
木
の
発
見
を
含
め
、
時
速
約

二
〇
な
い
し
二
五
臘
で
車
を
走
行
さ
せ
、
三
名
の

職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
運
転
席
、
助
手
席
及
び
後
部
座

席
か
ら
道
路
上
及
び
沿
道
を
目
視
す
る
方
法
に
よ

り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
件
事
故
現
場
付
近
で
は
、
平
成
一
三

年
六
月
一
九
日
、
道
路
の
通
行
に
と
っ
て
支
障
に

な
る
松
の
枯
れ
木
等
の
調
査
を
実
施
し
た
上
、
同

月
三
〇
日
、
同
調
査
に
お
い
て
発
見
し
た
松
の
枯

れ
木
の
伐
採
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
に
も
本
件
倒

木
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

上
記
の
よ
う
な
倒
れ
る
以
前
に
お
け
る
本
件
倒

木
の
周
囲
の
状
況
、
被
告
県
の
担
当
職
員
に
よ
る

本
件
事
故
現
場
を
含
む
本
件
県
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル

の
状
況
や
、
本
件
事
故
以
前
に
本
件
倒
木
の
存
在

が
全
く
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
事
情
に

照
ら
せ
ば
、
被
告
県
が
本
件
事
故
が
発
生
す
る
前

に
本
件
倒
木
を
発
見
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
加
え
て
、
本
件

事
故
は
、
年
間
最
高
レ
ベ
ル
の
強
い
北
風
に
よ
り

南
側
道
路
上
に
本
件
倒
木
が
投
げ
出
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
考
慮

す
る
と
、
本
件
事
故
は
、
道
路
管
理
者
に
と
っ
て

は
予
見
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
べ

き
で
あ
る
か
ら
、
被
告
県
に
よ
る
本
件
県
道
の
管

理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

③
被
告
県
補
助
参
加
人
の
主
張

ア

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の

｢公
の
営
造
物
の
設

置
又
は
管
理
の
瑕
疵
｣
と
は
、
判
例
上
、
当
該
営

造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
基
準
に
、
絶
対

的
な
安
全
性
で
は
な
く
、
諸
事
情
を
比
較
衡
量
し

た
う
え
で
個
別
･
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
相
対
的

安
全
性
と
さ
れ
て
お
り
、
適
法
行
為
に
基
づ
く
損

失
補
償
ま
で
予
定
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で



あ
る
。

イ

本
件
倒
木
は
、根
元
が
腐
食
し
て
い
た
も
の
の
、

そ
の
他
の
部
分
に
は
腐
食
等
は
な
く
、
周
辺
に
は

草
木
が
生
い
茂
っ
て
い
た
。
根
元
部
分
の
腐
食
が

分
か
ら
な
い
限
り
、
転
倒
の
危
険
を
判
断
で
き
な

い
た
め
、
そ
の
危
険
を
判
断
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

根
元
近
く
ま
で
分
け
入
り
、
一
本
一
本
そ
の
確
認

を
行
う
ほ
か
な
い
。
道
路
付
近
に
存
在
す
る
倒
木

が
通
行
者
に
危
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
か
否

か
を
判
断
す
る
に
は
、
周
囲
の
樹
木
の
平
均
的
な

高
さ
と
同
程
度
の
距
離
に
至
る
ま
で
、
県
道
か
ら

分
け
入
っ
て
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
付
近
一

帯
が
森
林
地
帯
で
あ
る
こ
と
や
、
こ
れ
ら
森
林
の

所
有
者
が
第
三
者
で
あ
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の

よ
う
な
判
断
を
す
る
こ
と
な
ど
到
底
不
可
能
な
こ

と
で
あ
る
。

ウ

そ
う
す
る
と
、
本
件
倒
木
が
悪
天
候
の
た
め
倒

壊
す
る
こ
と
は
、
道
路
管
理
の
パ
ト
ロ
ー
ル
要
綱

に
従
い
本
件
県
道
を
管
理
し
て
い
た
被
告
県
に
と

り
、
通
常
予
測
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
り
、
被
告
県
が
本
件
倒
木
に
対
す
る
安
全
措

置
を
講
じ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
も

っ
て
、
本
件
県
道
の
設
置
、
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ

た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

2

争
点
2
に
つ
い
て

略

四

当
裁
判
所
の
判
断

争
点
1
に
つ
い
て

0
被
告
県
及
び
被
告
県
補
助
参
加
人
は
、
本
件
県
道

の
設
置
管
理
者
で
あ
る
被
告
県
が
本
件
事
故
前
に
本

件
倒
木
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た
か
ら
、
被
告
県
に
は
本
件
事
故
の
予
見
可
能
性
、

回
避
可
能
性
が
な
く
、
道
路
管
理
上
の
瑕
疵
が
な
か

っ
た
旨
主
張
す
る
。

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い
う
営
造
物
の
設
置
又

は
管
理
の
瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安

全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
に
基
づ
く

国
及
び
公
共
団
体
の
賠
償
責
任
に
つ
い
て
は
、
そ
の

過
失
の
存
在
を
必
要
と
し
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。
そ
し
て
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全

性
を
欠
い
て
い
る
か
否
か
は
、当
該
営
造
物
の
構
造
、

用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情

を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に
判
断
す
べ
き
で

あ
る
と
こ
ろ
、
事
故
の
発
生
が
営
造
物
の
設
置
管
理

者
に
お
い
て
通
常
予
測
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
被
害

者
等
の
行
動
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
や
、
営

造
物
の
設
置
管
理
者
に
お
い
て
事
故
の
発
生
を
回
避

す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
き
は
、
営
造
物
が

通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
で
き
ず
、
当
該
営
造
物
の
設
置
管
理
に
瑕
疵
は
な

か
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

②
前
記
認
定
事
実
及
び
証
拠
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故

は
、
本
件
県
道
脇
の
杉
や
桧
等
や
熊
笹
が
生
い
茂
っ

た
山
林

(森
林
組
合
の
所
有
地
)
の
中
か
ら
、
本
件

倒
木

(赤
松
)
が
強
風
の
た
め
突
然
本
件
県
道
上
に

倒
れ
込
ん
で
き
て
、
折
か
ら
自
動
二
輪
車
に
乗
っ
て

本
件
県
道
上
を
走
行
し
て
い
た
亡
A
の
頭
部
を
直
撃

し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
本
件
事
故
当
時
、
亡

A
は
、
本
件
県
道
を
自
動
二
輪
車
で
走
行
し
て
い
た

に
す
ぎ
ず
、
通
常
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

な
行
動
に
出
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

③
次
に
、
本
件
事
故
の
予
見
可
能
性
及
び
回
避
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ア

前
記
認
定
事
実
及
び
前
掲
各
証
拠
に
よ
れ
ば
、

本
件
事
故
現
場
付
近
は
、
本
件
県
道
の
道
路
脇
が

高
い
樹
木
の
生
い
茂
っ
た
山
林
で
、
路
面
か
ら
次

第
に
高
く
な
る
斜
面
を
形
成
し
て
い
る
上
、
本
件

事
故
時
以
前
か
ら
十
分
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
当
該
山
林
内
に

立
ち
枯
れ
の
樹
木
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
十
分

に
あ
り
、
当
該
樹
木
が
本
件
県
道
内
に
倒
れ
込
ん

で
く
る
こ
と
は
、
予
測
可
能
な
出
来
事
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

イ

証
拠
に
よ
れ
ば
、
被
告
県
に
お
い
て
は
、
道
路

の
適
正
な
管
理
等
を
目
的
と
し
て
、
道
路
管
理
パ

ト
ロ
ー
ル
要
綱
を
策
定
し
て
お
り
、
本
件
県
道
に



つ
い
て
も
、
上
記
要
綱
に
基
づ
き
、
運
転
者
の
ほ

じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

約
一
･
五
m
の
斜
面
上
で
あ
り
、
し
か
も
、
根
元

か
助
手
席
及
び
後
部
座
席
に
各
一
名
が
同
乗
し
た

上
記
の
よ
う
な
パ
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
で
は
、
危
険

が
白
蟻
の
た
め
完
全
に
腐
食
し
て
枝
葉
が
全
く
な

パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
っ
て
、

一
日

一
回
、
過
五
日

の
日
常
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
道
路

周
辺
の
法
面
か
ら
の
崩
土
、
落
石
及
び
倒
木
や
法

面
の
枯
れ
木
等
に
つ
い
て
も
上
記
パ
ト
ロ
ー
ル
の

対
象
と
さ
れ
て
い
た
が
、
上
記
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

っ
て
も
、
本
件
事
故
前
に
本
件
倒
木
の
存
在
は
確

認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
掲
各
証
拠
に
よ
れ
ば
、
上

記
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
日
常
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

時
速
約
四
〇
如
で
走
行
す
る
車
両
の
中
か
ら
、
運

転
者
を
含
む
三
名
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
が
道
路
上

及
び
道
路
周
辺
を
目
祝
す
る
と
い
う
方
法
で
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
よ
う
な
パ
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
に
照
ら
す
と
、
道

路
周
辺
の
山
林
内
に
立
ち
枯
れ
し
た
樹
木
が
あ
る

か
否
か
に
つ
い
て
ま
で
十
分
な
注
意
を
払
う
こ
と

は
、
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ

っ
て

(な
お
、
被
告
県
は
、
パ
ト
ロ
ー

ル
車
の
走
行
速
度
は
、
時
速
約
二
〇
な
い
し
三
五

蹴
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
が
、
証
人
C
、
D
と
も

に
、
時
速
約
四
〇
蹴
で
あ
っ
た
旨
証
言
し
て
い
る

こ
と
に
照
ら
し
、上
記
主
張
は
採
用
で
き
な
い
。)、

立
ち
枯
れ
し
た
樹
木
が
道
路
内
に
倒
れ
て
く
る
こ

と
に
よ
り
、
道
路
交
通
の
面
で
重
大
な
事
故
が
生

上
記
の
よ
う
な
パ
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
で
は
、
危
険

防
止
の
た
め
の
対
策
と
し
て
十
分
で
な
か
っ
た
と

い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の
よ
う

な
地
形
、
状
況
の
場
所
で
は
、
停
止
す
る
な
ど
し

て
、
よ
り
丁
寧
に
目
視
･
確
認
す
る
と
い
う
メ
リ

ハ
リ
の
き
い
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
な
ど
、
上
記

立
ち
枯
れ
し
た
樹
木
を
発
見
し
得
る
よ
う
な
パ
ト

ロ
ー
ル
方
法
を
探
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
証
拠
に
よ
れ
ば
、
本

件
事
故
が
発
生
し
た
日
よ
り
前
の
パ
ト
ロ
ー
ル
日

誌
に
は
、
倒
木
、
枯
れ
木
等
に
つ
い
て
の
報
告
が

ほ
と
ん
ど
な
い

(五
日
間
で
一
件
の
み
)
の
に
対

し
、
本
件
事
故
の
発
生
を
契
機
と
し
て
、
倒
木
、

枯
れ
木
等
に
つ
い
て
も
報
告
す
る
よ
う
に
と
の
指

示
が
発
せ
ら
れ
た
後
は
、
ほ
ぼ
連
日
に
近
く
、
道

路
周
辺
に
あ
る
法
面
の
枯
れ
木
に
関
す
る
報
告
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
本
件
事
故
以
前

に
比
べ
て
、
法
面
の
枯
れ
木
等
に
関
す
る
点
検
作

業
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ウ

前
記
認
定
事
実
の
と
お
り
、
本
件
倒
木
は
、
直

径
が
一
七
･
五
な
い
し
二
〇
節
、
全
体
の
長
さ
が

七
･
七
m
、
総
重
量
が
一
二
六
･
六
糖
に
及
ぶ
大

き
な
樹
木
で
あ
り
、
本
件
事
故
前
に
立
っ
て
い
た

位
置
も
、
本
件
県
道
の
脇
に
あ
る
側
溝
の
端
か
ら

水
平
距
離
に
し
て
三
･
八
m
、
路
面
か
ら
の
高
さ

が
白
蟻
の
た
め
完
全
に
腐
食
し
て
枝
葉
が
全
く
な

い
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
件

事
故
時
ま
で
に
立
ち
枯
れ
の
状
態
の
ま
ま
で
相
当

年
数
が
経
過
し
て
い
た
も
の
と
帷
認
さ
れ
る
。

前
記
本
件
事
故
現
場
付
近
の
地
形
、
状
況
及
び

上
記
事
情
に
照
ら
す
と
、
例
え
ば
、
数
年
に
一
回

程
度
で
も
、
徒
歩
又
は
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
最
徐
行

若
し
く
は
停
止
に
よ
る
調
査
等
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
立
ち
枯
れ
の
状
態
に
あ
る
本
件
倒
木
の

存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
困
難
な
こ
と

で
は
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

エ

証
拠
に
よ
れ
ば
、
本
件
倒
木
が
存
在
し
て
い
た

地
点
か
ら
や
や
東
側
の
山
林
に
お
い
て
、
道
路
管

理
の
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
、
枯
れ
て
倒
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
樹
木
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
平
成
一
三
年

六
月
一
九
日
に
徒
歩
に
よ
る
調
査
が
実
施
さ
れ

て
、
松
の
枯
れ
木
な
ど
少
な
く
と
も
八
本
が
確
認

さ
れ
、
同
月
三
○
日
に
は
枯
れ
木
の
伐
採
作
業
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
し
、
上
記
調
査
及
び
伐

採
作
業
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
本
件
事
故
現
場

か
ら
約
三
0
m
東
側
ま
で
の
地
域
で
あ
っ
て
、
本

件
倒
木
が
立
っ
て
い
た
位
置
を
含
め
て
、
本
件
事

故
現
場
付
近
は
、
上
記
調
査
及
び
伐
採
の
対
象
地

域
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

上
記
の
と
お
り
、本
件
事
故
の
約
五
カ
月
前
に
、



本
件
事
故
現
場
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
地
域

に
お
い
て
松
枯
れ
等
の
事
実
が
確
認
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
故
現
場
を
含
む
周
辺
地

域
に
お
い
て
も
、
本
件
倒
木
を
含
め
、
同
様
に
立

ち
枯
れ
の
状
態
に
あ
る
松
な
ど
が
存
在
す
る
こ
と

は
、
本
件
事
故
以
前
に
お
い
て
予
見
す
る
こ
と
が

不
可
能
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

オ

前
記
認
定
事
実
の
と
お
り
、
本
件
倒
木
は
、
本

件
事
故
当
時
の
最
大
瞬
間
風
速
一
三
m
毎
秒
の
強

風
の
た
め
に
、
県
道
上
に
倒
れ
込
ん
で
き
た
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
証
拠
に
よ
れ

ば
、
上
記
の
程
度
の
強
風
が
吹
く
こ
と
は
、
年
間

を
通
し
て
決
し
て
稀
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
か
ら
、
上
記
の
事
実
を
根
拠
に
、
本
件
事
故

の
発
生
が
予
見
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も

で
き
な
い
。

@
上
記
②
、
③
の
諸
点
に
か
ん
が
み
る
と
、
本
件
県

道
の
管
理
者
で
あ
る
被
告
県
に
と
っ
て
、
本
件
事
故

の
発
生
が
予
見
不
可
能
あ
る
い
は
回
避
不
可
能
で
あ

っ
た
と
み
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

っ
て
、

本
件
県
道
は
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た

も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
被
告
県
に
よ
る
本
件
県

道
の
管
理
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
な
お
、
本
件
倒
木
が
存
在
し
て
い
た
山
林
が
被

告
県
以
外
の
第
三
者

(森
林
組
合
)
の
所
有
地
で
あ

る
こ
と
は
、
上
記
判
断
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な

い
。よ

っ
て
、
被
告
県
は
、
本
件
事
故
に
よ
る
損
害
に

つ
き
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
く
賠
償
責
任

を
負
う
。

2

争
点
2
に
つ
い
て

略
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｢か
な
が
わ
の
み
ち
づ
く
り
計
画
｣
を
策
定

,
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
道
路
整
備
、
維
持
管
理
の
た
め
に
,

◆
は
じ
め
に

神
奈
川
県
は
、
首
都
圏
の
一
角
に

位
置
し
、
日
本
経
済
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
活
力
あ
る
地
域
で
あ
る
と
と
も

に
、
山
あ
り
、

月
あ
り
、
海
あ
り
と

豊
か
な
自
然
に
も
恵
ま
れ
た
魅
力
あ

ふ
れ
る
県
で
す
。
そ
し
て
各
地
域
が

そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
歴
史
と
風
土
に

彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

横
浜
、
川
崎
を
中
心
と
す
る
都
市

化
、
工
業
化
が
大
変
進
ん
だ
東
部
、

緑
豊
か
な
山
な
み
に
抱
か
れ
た
西

部
、
｢神
奈
川
の
母
な
る
川
｣
相
模

川
を
中
心
と
し
た
中
部
、
美
し
い
海

岸
線
が
連
な
る
湘
南
や
三
浦
半
島
な

ど
、
多
様
性
に
富
ん
だ
土
地
柄
で
す

(ち
な
み
に
、
お
正
月
に
開
催
さ
れ

る
有
名
な
箱
根
駅
伝
は
神
奈
川
県
を

神
奈
川
県
束
京
事
務
所

望
月

大
造

横
断
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
)。

本
稿
で
は
、
つ
い
最
近
策
定
さ
れ

た
神
奈
川
県
の
道
路
に
関
す
る
計
画

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
思
い
ま
す
。

◆

｢か
な
が
わ
の

み
ち
づ
く
り
計
画
｣
を
策
定

神
奈
川
県
の
明
る
い
確
か
な
未
来

を
築
く
た
め
に
は
、
県
民
の
日
々
の

暮
ら
し
や
産
業
経
済
活
動
を
支
え
る

基
盤
と
し
て
、
幹
線
道
路
網
を
し
っ

か
り
と
整
備
す
る
と
と
も
に
、
適
切

に
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。そ

こ
で
神
奈
川
県
で
は
、
今
後
の

道
路
整
備
を
よ
り
効
率
的
、
効
果
的

に
進
め
る
と
共
に
、
道
路
施
設
の
長

寿
命
化
な
ど
を
図
る
た
め
、
平
成
一

九
年
度
か
ら
二
八
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
す
る

｢か
な
が
わ
の
み
ち
づ

く
り
計
画
｣
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆

｢か
な
が
わ
の

み
ち
づ
く
り
計
画
｣
と
は
?

神
奈
川
県
で
は
、
道
路
の
整
備
と

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

｢新
み
ち
み
ら
い
計
画

(
一
九
九
七

(平
成
九
)
年
度
~
二
〇
〇
六

(平

成
一
八
)
年
度
)｣
に
基
づ
き
、
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
神
奈
川
県
で
は
、
全
国

ワ
ー
ス
ト
三
位
の
渋
滞
損
失
時
間
を

記
録
す
る
な
ど
、
道
路
整
備
が
十
分

で
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
ま
た
、

高
度
経
済
成
長
期
に
急
速
か
つ
大
量

に
建
設
さ
れ
た
、
道
路
施
設
の
更
新

需
要
へ
の
対
応
も
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

加
え
て
、厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、

道
路
の
整
備
と
維
持
管
理
に
つ
い

て
、
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
事
業

展
開
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
神
奈
川
県
で
は
、
｢新

み
ち
み
ら
い
計
画
｣
に
引
き
続
く
形

で
、
今
後
の
道
路
整
備
を
、
よ
り
効

率
的
、
効
果
的
に
進
め
る
た
め
の
新

し
い

｢道
路
整
備
計
画
｣
と
、
道
路

施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
を
図
る
た
め

の

｢道
路
維
持
管
理
計
画
｣
を
新
た

に
策
定
し
、
総
合
的
な
み
ち
づ
く
り

計
画

｢か
な
が
わ
の
み
ち
づ
く
り
計

画

(二
〇
〇
七

(平
成
一
九
)
年
度

~
二
〇
一
六

(平
成
二
人
)
年
度
)｣

と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

◆

｢道
路
整
備
計
画
｣
と
は
?

道
路
整
備
の
分
野
で
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
下
で
、
よ
り
効
率
的
、

効
果
的
な
道
路
整
備
を
進
め
る
た

め
、
県
が
実
施
す
る
国
道
や
県
道
の

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
優
先
度
を
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評価区分の組み合わせ I
　　　　

邊先度の賞ク輪
…

l
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① 整備推進箇所 91幼所

整備箇所の選択と集中 l　　　　 　　 　　

I② 事業化検討箇所 5カ所

図 1 整備箇所の選択の流れ

客
観
的
に
判
断
す
る

｢重
点
化
評
価

手
法
｣
を
新
た
に
構
築
し
、
今
後
の

整
備
箇
所
の

｢選
択
と
集
中
｣
を
図

り
ま
し
た

(図
1
)
。

【重
点
化
評
価
手
法
に
よ
る

整
備
箇
所
の
選
択
】

｢神
奈
川
県
の
道
路
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
｣
(※
1

(54
頁
参

韶
巴
)
に
よ
り
把
握
し
た
県
民
ニ
ー

ズ
や
、
｢
(仮
称
)
か
な
が
わ
の
み
ち

づ
く
り
計
画
検
討
委
員
会
｣
か
ら
の

意
見
を
反
映
し
な
が
ら
、
優
先
度
を

客
観
的
に
判
断
す
る

｢重
点
化
評
価

手
法
｣
を
新
た
に
構
築
し
、
今
後
の

整
備
箇
所
の

｢選
択
と
集
中
｣
を
図

り
ま
し
た
。

①

整
備
候
補
箇
所

(区
間
)
は
、

事
業
中
の
箇
所
な
ど
、
｢新
み

ち
み
ら
い
計
画
｣
の
未
完
成
箇

所
と
、
市
町
村
な
ど
の
意
見
も

踏
ま
え
た
新
規
事
業
箇
所
を
合

わ
せ
、
二
一
〇
ヵ
所
を
抽
出
し

ま
し
た
。

②

重
点
化
の
評
価
は
、
円
滑
で

快
適
な
移
動
へ
の
寄
与
と
い
っ

た

｢整
備
の
効
果
｣
と
、
事
業

効
果
の
早
期
発
現
と
い
っ
た

｢整
備
の
効
率
性
｣
の
二
つ
の
観

点
で
行
う
こ
と
と
し
、
各
整
備

候
補
箇
所
の

｢効
果
｣
と

｢効

率
性
｣
を
そ
れ
ぞ
れ
点
数
化
し

ま
し
た
。
｢整
備
の
効
果
｣
を
点

数
化
す
る
際
に
は
、
｢神
奈
川
の

道
路
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
｣
で
把
握
し
た
道
路
整
備
の

役
割
に
期
待
す
る
県
民
ニ
ー
ズ

の
高
さ
に
応
じ
た
重
み
を
加
味

し
て
点
数
化
し
ま
し
た
。

③

点
数
化
し
た

｢効
果
｣
と

｢効
率
性
｣
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、
三
段
階
ず
つ
に
区
分
し
た

上
で
、
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
、
優
先
度
を
九
つ
の
ラ

ン
ク
に
区
分
し
ま
し
た
(表
↓
。

④

今
後
の
整
備
箇
所
と
し
て
、

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
優
先
度

の
高
い
箇
所
か
ら
の
選
択
を
基

本
と
し
つ
つ
、
事
業
の
継
続
性

や
、
周
辺
の
路
線

･
区
間
を
含

む
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の

｢効
果
｣
な
ど
も
考
慮
し
た
上

道イテセ 2007.12 匁

も遅圓 整備候補箇所の抽出 (2 10ヵ所)
翻 ｢新みちみらい計画｣ の未完成箇所
榊市町村などの意見も踏まえた新規事業箇所

整備の効率性 (点数化) l
　　　　　　



表 1 重点化手法によるランクづけ

高 整備の効率性 低

評価区分 a 評価区分 b 評価区分 c

*⑧
評価区分 A ランク 1 ランク 3 ランク 6

評価区分 B

評価区分 C

ランク 2

ランク 4

ランク 5

ランク 7

ランク 8

ランク 9

表 2 整備箇所の選択結果

区 分 内 容

1 整備推進箇所
91ヵ所

ァ 継続事業箇所
71ヵ所 (事業中の全ての箇所)

｢都市計画道路穴部国府津線｣ をはじめと
する事業継続中の箇所であり、引き続き整
備を推進し、計画期間内に全て供用または
部分供用を図ります。

イ 新規事業箇所 20ヵ所 ｢三浦半島中央道路｣ など、地元と調整し
ながら新規事業化を図る箇所であり、地元
の理解と協力が得られれば、 一部の箇所に
ついては、計画期間内に供用または部分供
用を図ります。

2 事業化検討箇所 5 ヵ所
｢県道22号 (横浜伊勢原) [戸沢橋]｣ など、

周辺の路線 ･区間を含むネットワークとし
ての ｢効果｣ などから新規事業化を検討す
る箇所であり、地元や関係機関と調整しな
がら、 事業化に向けた調査を行います。

表 3 道路整備計画の策定経過

年 月

平成 18年 7月

平成 18 年 8月 ~ 9月

平成 18 年 8月

平成 l8 年 10月

平成 18 年 1 2月

平成 19 年 1月

平成 19 年 1月 ~ 2月

経 緯

(仮称) かながわのみちづくり計画検討委員会 (第 1回) を開催

｢神奈川の道路に関するアンケート調査｣ により県民ニーズを把握

(仮称) かながわのみちづくり計画に関する市町村説明会を実施

(仮称) かながわのみちづくり計画検討委員会 (第2回) を開催

市町村へ整備候補箇所を照会

(仮称) かながわのみちづくり計画検討委員会 (第 3回) を開催

(仮称) かながわのみちづくり計画 ｢道路整備計画と道路維持管理計画の策定に向けて｣

(計画素案) を作成し、県民参加を実施

(仮称) かながわのみちづくり計画検討委員会 (第 4回) を開催

(仮称) かながわのみちづくり計画検討委員会からの意見を踏まえた上で計画 (案) のとり

まとめ

計画 (案)に関する庁内関係部局等との調整

｢かながわのみちづくり計画｣ を策定

52 道々テセ 2007,12



碑 銘点検の結果に基づき、蠣りよぅの隼住持篇盤f国｣を策定し･予防的な鏑修修業

　　　　　 　　　　　　　　

具体繭な取組み

さぞ讃画的な雛持管理による橋りょう等の趨銘罐瓣蓚淺盤諦御榧
道路施設の中で、特に重要な施設である橋りょうについては、計画的な維持費理による

長寿命化を図り、今後のライフサイクルコストの低我をめざします。
ミ舅平邱0年度末までに、勲増厘する全ての橋りょうにつし、て･点挨を尹鞠

で
、
選
択
し
ま
し
た

(表
2
･

3
)
0

◆

｢道
路
維
持
管
理
計
画
｣
と
は
?

道
路
維
持
管
理
の
分
野
で
は
、
橋

り
ょ
う
な
ど
の
高
齢
化
対
策
と
し

て
、
計
画
的
な
補
修
に
よ
る
長
寿
命

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
後
は
、
沿
道
環
境
に

も
配
慮
し
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
維
持
管

理
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
県

民
の
視
点
に
立
っ
た
維
持
管
理
を
進

め
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

県
民
が
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

票土縦饑螂 、、曲解諏 ン

求人難

図 3 神奈川県道路維持管理計画
′℃ンフ レツ ト

に
取
り
組
む
な
ど
、
県
民
と
の
協
働

に
よ
る
維
持
管
理
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た

(図
2

･
3
、
表

4
)
0

【神
奈
川
県
維
持
管
理
計
画
の

基
本
方
針
】

今
後
の
道
路
維
持
管
理
は
、
常
に

県
民
の
視
点
に
立
ち
、
安
全

･
安
心

な
道
路
環
境
を
確
保
し
、
限
ら
れ
た

資
源

の
中
に
お
い
て
長
期
的
な
視

点
で
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
県
民
の

財
産
で
あ
る
道
路
を
次
世
代
に
確
実
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小規模補修をこまめに行うことで.錢全度を擢持していきます。

予防釛艫惨による橋りょうの長寿命化のイメージ

目標と基本方葵す
ト徐戈総濃淡残韶粂杉谷トヒバ4J、トバえさ＼＼

難に県民の視点に立ち、安全,安心な道癖嚥燐を確保も、限られた寳頭の中におい 、
て長皸的な視点で、効率的かつ劫黒的に雑韓管筵することにより、全ての業民の財産 "
である道鱗を次世代に確実に引責趣きます。

橋りょうの点検と補修のスケジュール
これまで行つた金偏点検の結果
訴訟法館館 内容 溪吸う戦 対応

･8、 扶穂窮して謂靜委爺弱り“宴ぁ蓉、 織 機読後笈数辞ち鷄諮を擬◆＼＼"
　 　　　　　　 　 　　　　　　　 　

　　　　 　　 　　　　　 　　
　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

　　　　　
平成総年度来現在,全4則霧14燻のうち30料我の餐挨結果(平成"皹度末現在)

図 2 道路整備計画



に
弓
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
以
下
の
事
項
に
取
り
組
み

ま
す
。

①

計
画
的
な
維
持
管
理
に

よ
る
道
路
施
設
の
長
寿
命

化
を
め
ざ
し
ま
す
。

②

地
域
特
性
に
応
じ
た
道

路
維
持
管
理
に
取
り
組
み

ま
す
。

③

｢県
民
と
と
も
に
考
え
、

と
も
に
実
行
し
て
い
く
｣

た
め
の
仕
組
み
を
構
築
し

ま
す
。

◆
今
後

今
後
、
神
奈
川
県
で
は
、
こ

の
計
画
に
基
づ
き

一
層
の
選
択

と
集
中
を
図
り
な
が
ら
、
真
に

必
要
な
道
路
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
道
路
施
設
の
適
切

な
維
持
管
理
に
も
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【参
考
ア
ド
レ
ス
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　　

ミ
o
旨
"のミ
A
g
o
総
浄
く
Qo
こ
8
＼日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

(※
1
)

《神
奈
川
県
の
道
路
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
》

[調
査
概
要
]

1

実
施
期
間
と
調
査
方
法

平
成
一
八
年
八
月
七
日

(月
)
か

ら
九
月
四
日

(月
)
ま
で
の
間
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
票
の
配
布
や
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
よ
り
、

意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

2

調
査
票
の
配
布
先
と
配
布
数

県
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
土
木
事
務

所
な
ど
の
県
機
関
、
各
市
町
村
の
窓

口
に
お
い
て
、配
布
を
行
っ
た
ほ
か
、

県
政
モ
ニ
タ
ー
や
、
市
町
村
の
行
政

モ
ニ
タ
ー
、
自
治
会
、
さ
ら
に
は
、

経
済
、
輸
送
、
福
祉
関
連
の
各
種
団

体
に
も
配
布
す
る
な
ど
、
合
計
で
約

三
一、
0
0
0
部
を
配
布
し
ま
し
た
。

[調
査
結
果
]

l

回
収
数

①
調
査
票

(郵
送
)
･･÷
ニ
、
0
四
一

(回
収
率

二
六
%
)

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
!

-
二
人

合
計

(①
+
②
)
･･÷
ニ
、
一
六
九

2

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
主
な
内
容

･
道
路
に
期
待
す
る
役
割
の
重
要

性｢誰
も
が
、
い
つ
も
、
安
全
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
｣
が
最
も
重
要
性
が
高

い
結
果
と
な
っ
た
。

･
道
路
施
設
の
高
齢
化
に
つ
い
て

の
考
え
方

｢こ
ま
め
に
手
入
れ
し
て
長
く

大
切
に
使
う
べ
き
｣
と
の
回
答

が
約
八
割
。

･
道
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動｢参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
｣
｢参

加
し
た
こ
と
は
な
い
が
関
心
が

あ
る
｣
と
答
え
た
方
が
約
八
割

を
占
め
、
多
く
の
方
が
活
動
に

関
心
を
持
つ
。

･
現
在
の
道
路
へ
の
満
足
度

｢道
路
の
混
み
具
合
｣
や
｢歩

行
者
･
自
転
車
と
の
分
離
｣
に

対
す
る
満
足
度
が
低
く
、
今
後

の
整
備
や
改
善
の
必
要
性
が
高

い
と
回
答
。

54 道ネテセ 2007.12

神奈川県道路維持管理計画検討委員会 (第 1回) を開催

神奈川県道路維持管理計画検討委員会 (第2回) を開催

神奈川県道路維持管理計画検討委員会 (第3回) を開催

神奈川県道路維持管理計画検討委員会 (第4回)を開催

道路に関するボランティア団体との意見交換

楼

窪

窪

ニ

催

開

開

聞

民

間

を

を

を

県

を

　　
神奈川県道路維持管理計画検討委員会 (第 5回) を開催

神奈川県道路維持管理計画検討委員会 (第6回) を開催

~ 9月 ｢神奈川の道路に関するアンケート調査｣ により県民ニーズを把握

回

よ

回

国

整

2

回

4

換

に

5

6

路

※

7

第

交

｣

第

第

道

(

第

(計画素案) を作成し、県民参加を実施 (※2 )

神奈川県道路維持管理計画検討委員会 (第7回) を開催

平成 19年 1月 ~ 2月 (仮称) かながわのみちづくり計画 ｢道路整備計画と道路維持管理計画の策定に向けて｣

表4 道路維持管理計画の策定経過

月

月

月

月

月

月

月

月

-

1上
っム
QJ
ハb

7‘
QU
Qツ
ー1

　
　
　
　
　
　
　
　
　

リム

リム

　　
　　

　

　　

　　

　　

　　

　　

成

成

成

成

成

成

成

成

平

平

平

平

平

平

平

平

月
月
明

QJ
ハb

1上

年

年

年

1 9

1 9

醇

成

成

成

平

平

平

平成 19年 6 月 ~ 8月 計画 (案)に関する庁内関係部局等との調整

｢かながわのみちづくり計画｣ を策定



(仮
称
)
か
な
が
わ
の
み
ち
づ
く

り
計
画

｢道
路
整
備
計
画
と
道

路
維
持
管
理
計
画
の
策
定
に
向
け

て
｣
(計
画
素
案
)
を
作
成
し
、

県
民
参
加
を
実
施

意
見
募
集
期
間

平
成
一
九
年
一月
三
〇
日
(火
)

~
二
月
二
人
日

(水
)

平
成
一
九
年
一
〇
月
三
一
日

(水
)

意
見
募
集
結
果
の
概
要(表

5
･
6
)

表 5 設問ごとの回答数と意見数 (｢道路整備計画｣)

設問 回答 回答数 (比率) 意見数
1 ｢効果｣ と ｢効率性｣ から整
備候補箇所 (区間) の優先度を9
つのランクに区分する方法につい
て

ア ランク区分の方法は妥当である 107 (70.4% ) 50

イ 妥当とは思わない 17 (11.2% ) 16

ウ どちらともいえない 19 (12,5% ) 15

エ その他 9 ( 5.9% ) 10

いずれの選択肢にもチェックがないもの 5

小計 152 ( 100% ) 96

2 ランク区分に基づき整備箇所
(区間) を選択していくことにつ

いて

ア ランク区分の方法は妥当である 108 (72.5% ) 44

イ 妥当とは思わない 12 ( 8.1% ) 9

ウ どちらともいえない 23 (15,4% ) 17

エ その他 6 ( 4.o% ) 4

いずれの選択肢にもチェックがないもの 2

小計 149 ( 100% ) 76

3 その他 (自由意見、提案等) 155 155

表6 意見に対する反映状況 (｢道路整備計画｣)

反映区分

設問
1 ｢効果｣と ｢効率
性｣から整備候補箇所
(区間) の優先度を9

つのランクに区分する
方法について

2 ランク区分に基づ
き整備箇所 (区間)を
選択していくことにつ
いて

3 その他 (自由意
見、提案等)

1 計画案に反映しました (しています) 66 44 61

2 他の施策等で取り組んでいます 0 1 17

3 今後の参考にします 1 3 28

4 反映できません lo 12 13

5 その他 (感想、質問、他事業者に関する意見等) 19 16 36

計 96 76 155
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　　　鱗　

　

　
　

れ魂薹

熊
本
の
温
泉
と
道
路

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

東
京
に
来
て
や
が
て
一
年
ー
。
都

会
で
の
生
活
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た

が
、
時
折
田
舎
が
、
特
に
冬
場
は
温

泉
の
湯
煙
が
恋
し
く
な
り
ま
す
。
熊

本
へ
帰
省
の
際
は
、
温
泉
通
い
が
日

課
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
あ
る
日
の
帰
省
を
例

に
熊
本
の
温
泉
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
帰
省

土
曜
日
の
早
朝
、
快
晴
。
宿
舎
を

徒
歩
で
出
発
し
駅
へ
。地
下
鉄
二
本
、

J
R
、
モ
ノ
レ
ー
ル
を
ほ
と
ん
ど
待

ち
時
間
も
な
く
乗
り
継
ぎ
、
ス
ム
ー

ズ
に
羽
田
空
港
に
到
着
。
渋
滞
と
は

無
縁
で
予
定
ど
お
り
。
さ
す
が
東
京

は
便
利
。

熊
本
県
東
京
事
務
所

植
野

幹
薄

東
京
土
産
を
買
っ
て
手
荷
物
検
査

場
へ
行
く
と
行
列
。
や
は
り
東
京
は

人
が
多
い
。
時
計
を
気
に
し
な
が
ら

や
っ
と
通
過
し
、
搭
乗
口
へ
ダ
ッ
シ

ュ
。
間
に
合
っ
て
ホ
ッ
。

窓
側
の
席
に
着
き
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
0
K
o

熊
本
へ
向
け
て
離
陸
。
一

五
分
程
で
左
前
方
に
富
士
山
。
今
日

も
良
い
眺
め
、
日
本
一
。
快
適
な
空

の
旅
。
名
古
屋
、
大
阪
の
上
空
を
通

過
し
、
本
四
架
橋
を
眺
め
て
い
た
ら

あ
っ
と
い
う
間
に
九
州
。
や
が
て
、

阿
蘇
の
上
空
に
さ
し
か
か
り
左
手
に

〃阿
蘇
五
岳
“
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

東
西
一
人
知
、
南
北
二
四
m
、
周
囲

三
一人
知
に
わ
た
っ
て
連
な
る
外
輪

山
の
中
央
に
位
置
す
る
阿
蘇
五
岳
。

な
か
だ
け

た
か
だ
け

ね

‐)
だ
け

･
き
し
ま
だ
げ

中
岳
、
高
岳
、
根
子
岳
、
杵
島
岳
、

烏
帽
子
岳
の
中
で
、
今
も
活
動
し
て

い
る
の
が
中
岳
。
世
界
有
数
の
活
火

山
。
今
日
も
真
っ
白
い
噴
煙
が
上
が

っ
て
い
ま
す

(写
真
1
)。
少
し
雛

〈
さ
せ
ん
り

れ
て

“草
千
里
"。
か
つ
て
火
口
だ

っ
た
直
径

一
如
程
の
草
原
で
、
二

つ
の
池
が
趣
を
添
え
て
阿
蘇
を
代
表

す
る
景
観
の
一
つ
で
す

(写
真
2
)。

"火
の
国
く
ま
も
と
“
に
温
泉
が
多

い
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
納
得
し
な
が

ら
、
阿
蘇
の
山
裾
の

〃阿
蘇
く
ま
も

と
空
港
“
に
着
陸
し
ま
し
た
。

西から東から

写真 1 上空から見た中岳火口



　
　　
　
　

v滲
も

　
　
　
　　

　　
　　ミ

ト
バミ
ト
し

く

{＼{′＼

、

　
　
　
　
　

た

(写
真
3
)
。
大
分
県
の
く
じ
ゅ

う
方
面
に
向
け
草
原
の
中
を
快
適
に

進
み
、
県
境
の
少
し
手
前
で
国
道
四

四
二
号
へ
左
折
す
る
と
、
ほ
ど
な
く

"黒
川
温
泉
“
に
到
着
で
す
。

写真 3 やまなみハイウェイ

◆
黒
川
温
泉

筑
後
川
源
流
の
田
の
原
川
沿
い
に

湧
く
静
か
な
湯
の
里

"黒
川
温
泉
"。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
、
参

勤
交
代
の
折
り
に
細
川
藩
の
大
名
一

行
も
立
ち
寄
り
、
賑
わ
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。昭
和
の
高
度
経
済
成
長
期
、

団
体
旅
行
華
や
か
な
り
し
頃
、
大
型

ホ
テ
ル
が
無
く
低
迷
し
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
時
は
巡
り
、
個
人
や

少
人
数
の
旅
行
が
主
体
と
な
っ
て
き

た
今
日
、
小
さ
な
旅
館
が
建
ち
並
ぶ

山
間
部
の
ひ
な
び
た
温
泉
地
･
里
m川

は
、
全
国
で
も
人
気
の
温
泉
地
と
な

り
ま
し
た

(写
真
4
)。

｢黒
川
温
泉
全
体
が
一
つ
の
旅
館

で
あ
り
、
通
り
は
廊
下
、
宿
は
客
室
｣

と
の
考
え
で
、
温
泉
街
全
体
を
気
持

ち
の
い
い
空
間
に
し
よ
う
と
、
建
物

は
も
ち
ろ
ん
看
板
や
植
栽
な
ど
に
も

◆
温
泉
へ

熊
本
県
の
源
泉

(温
泉
井
戸
)
は

一
四
二
〇
ヵ
所

(全
国
五
位
)、
県

内
各
地
に
温
泉
地
が
あ
り
ま
す
。
上

空
か
ら
眺
め
て
き
た
阿
蘇
地
域
に
も

多
く
の
温
泉
地
が
あ
り
、
今
日
は
そ

の
う
ち
の

一
つ
に
向
か
い
ま
す
。

熊
本
県
で
は
、
交
通
手
段
と
し
て

の
自
動
車
の
割
合
が
約
九
七
%
と
高

く
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
何
を
す
る
に
も

自
動
車
で
す
。

二
週
間
ぶ
り
に
握
る
ハ
ン
ド
ル
。

空
港
か
ら
、
県
道
に
出
て
、
国
道
四

四
三
号
、
五
七
号
と
乗
り
継
ぎ
、
道

の
駅

｢大
津
｣
で
一
息
し
、
こ
れ
か

ら
い
よ
い
よ
阿
蘇
に
入
り
ま
す
。
拡

幅
工
事
が
着
々
と
進
む
国
道
五
七
号

か
ら
左
折
し
、
外
輪
山
へ
と
登
る
県

道
へ
。
カ
ー
ブ
が
続
く
坂
道
を
登
っ

て
い
く
と
、
や
が
て
草
原
が
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。
遠
く
に
放
牧
さ
れ
た

“あ
か
牛
"
を
発
見
。
カ
ー
ブ
を
過

ぎ
る
と
、
す
ぐ
近
く
で
の
ん
び
り
と

草
を
食
べ
る
牛
、
横
た
わ
る
牛
、
の

ど
か
な
風
景
。
遠
く
ま
で
広
が
る
草

原
を
左
手
に
、
阿
蘇
五
岳
を
右
手
に

眺
め
な
が
ら
、
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立

公
園
を
快
適
に
走
り
、
続
い
て

"
や

ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
“
に
入
り
ま
し



写真4 渓流沿いの露天風呂写真 5 入湯手形

工
夫
を
重
ね
ら
れ
た
黒
川
温
泉
。
周

囲
の
自
然
に
溶
け
込
む
よ
う
に
風
流

な
和
風
旅
館
が
建
ち
並
び
、
温
泉
街

全
体
に
し
っ
と
り
し
た
風
情
が
漂
い

ま
す
。
各
宿
に
は
そ
れ
ぞ
れ
趣
の
異

な
る
個
性
豊
か
な
露
天
風
呂
が
あ

り
、
宿
毎
に
泉
源
も
異
な
る
た
め
、

泉
質
も
微
妙
に
違
い
ま
す
。

黒
川
温
泉
に
は
二
○
数
カ
所
の
旅

館
が
あ
り
ま
す
が
、
一
、
二
〇
〇
円

の
小
国
杉
で
作
ら
れ
た
入
湯
手
形

(写
真
5
)
を
購
入
す
れ
ば
、
三
つ

の
旅
館
の
露
天
風
呂
に
入
る
こ
と
が

で
き
、
趣
の
異
な
る
露
天
風
呂
巡
り

が
楽
し
め
ま
す
。
昭
和
六
二
年
に
導

入
さ
れ
た
入
湯
手
形
、
今
年
の
夏
に

は
販
売
枚
数
が
二
〇
〇
万
枚
を
超
え

た
そ
う
で
す
。
浴
衣
に
下
駄
履
き
、

入
湯
手
形
片
手
に
そ
ぞ
ろ
歩
く
人
々

の
姿
が
温
泉
街
の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら

れ
ま
す
。

目
指
す
温
泉
宿
に
到
着
す
る
と
、

建
物
の
奥
か
ら
湯
煙
が
出
迎
え
て
い

ま
し
た
。

フ
ロ
ン
ト
で
入
湯
手
形
に
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
も
ら
い
、
さ
っ
そ
く
露

天
風
呂
へ
。

木
々
に
囲
ま
れ
た
渓
流
沿
い
の
露

天
風
呂
。
湯
煙
の
立
つ
湯
船
に
浸
か

り
手
足
を
伸
ば
す
と
全
身
に
ジ
ワ
ジ

ワ
ー
ッ
と
温
泉
の
ぬ
く
も
り
が
し
み

わ
た
り
、
あ
~
、
極
楽
。
川
の
せ
せ

ら
ぎ
や
風
の
音
、
鳥
の
さ
え
ず
り
を

聞
き
な
が
ら
、
ボ
~
ッ
ー
。
都
会
暮

ら
し
の
疲
れ
な
ど
完
全
に
消
え
去

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
満
タ
ン
。
温
泉
の

あ
り
が
た
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し

ま
し
た
。

続
い
て
、
湯
上
が
り
の
一
杯
と
い

き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
日
は
日

語
り
。
阿
蘇
の
名
水
を
飲
み
な
が
ら

風
情
あ
る
街
並
み
、
風
景
を
眺
め
た

あ
と
、
温
泉
街
を
後
に
し
ま
し
た
。

◆
帰
り
道

帰
り
道
、
行
楽
帰
り
ら
し
き
自
動

車
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
増
え
始
め
、
能
が

本
市
内
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
混
雑

が
ひ
ど
く
な
り
ま
し
た
。
熊
本
都
市

圏
で
は
都
心
部
に
用
の
な
い
通
過
車

両
を
減
ら
し
た
り
、
都
心
部
を
目
的

地
と
す
る
自
動
車
が
い
ろ
い
ろ
な
ル
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　鹿

ー
ト
で
行
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
交
通
混
雑
の
緩
和
や
交
通

の
円
滑
化
を
図
る
う
と
、
都
心
部
を

取
り
囲
む
環
状
道
路
の
整
備
に
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
日
の

帰
り
道
も
、
あ
ら
た
め
て
環
状
道
路

の
早
期
整
備
の
必
要
性
を
実
感
し
ま

し
た
。

図 熊本県道路網図

◆
九
州
新
幹
線
と
横
軸
の
道
路

熊
本
で
は
、
二
〇
三

年
春
の
九

州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の
全
線
開

通
に
向
け
、
着
々
と
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
。
開
通
す
れ
ば
、
大
阪
か
ら

熊
本
ま
で
三
時
間
余
り
で
す
。

新
幹
線
の
全
線
開
業
の
効
果
を
県

内
に
広
げ
て
い
く
た
め
、
新
幹
線
や

九
州
縦
貫
自
動
車
道
と
い
っ
た

"縦

軸
“
か
ら
の
県
内
各
地
へ
の
ア
ク
セ

ス
と
な
る

"横
軸
“
の
整
備
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
日
は
、
空
港
か
ら
里
…川
温
泉
に

向
か
い
ま
し
た
が
、
機
軸
と
な
る
中

九
州
横
断
道
路
や
熊
本
環
状
道
路

(図
)
が
整
備
さ
れ
る
と
、
新
幹
線

の
駅
か
ら
も
阿
蘇
方
面
が
グ
ン
と
近

く
な
り
、
よ
り
手
軽
に
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
移
動
時
間
の
短
縮
に

よ
り
、
温
泉
地
に
ゆ
っ
く
り
滞
在
し

た
り
、
大
分
へ
も
足
を
延
ば
せ
る
な

ど
、
よ
り
充
実
し
た
旅
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
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◆
お
わ
り
に

温
泉
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
い
う
側
面

か
ら
の
道
路
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま

し
た
が
、
医
療
、
福
祉
、
通
勤
通
学
、

企
業
活
動
、
観
光
な
ど
、
道
路
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
様
々
な
役
割
を
担

っ
て
お
り
、
熊
本
で
も
各
地
で
多
く

の
人
々
が
道
路
整
備
を
切
望
し
て
い

ま
す
。
財
源
が
確
保
さ
れ
、
各
地
域

そ
れ
ぞ
れ
に
真
に
必
要
な
道
路
が
着

実
に
整
備
さ
れ
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
効
率
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
安
全
･
安
心
で
活
力
あ
る
豊

か
な
地
域
社
会
が
実
現
す
る
こ
と
を

強
く
願
っ
て
い
ま
す
。
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和
歌
遡
市
ま
ち
な
か
衞
週
案
内
サ
ー
ビ
ス
社
会
実
験

i
効
率
的
な
道
案
内
と
賑
わ
い
創
出
事
業
i

和
歌
山
市
ま
ち
づ
く
り
局
ま
ち
お
こ
し
部
ま
ち
お
こ
し
推
進
課

田
中

一
成

【

は
じ
め
に

和
歌
山
県
和
歌
山
市
の
中
心
街
は
、
古
く
か
ら
県
内
随
一

の
商
業
･
サ
ー
ビ
ス
業
の
集
積
地
で
あ
る
が
、
近
年
は
来
街

者
数
の
低
下
な
ど
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

平
成
一
六
年
度
、
和
歌
山
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画

(改
訂
版
)
を
策
定
し
、
交
流
の
場
と
し
て
の
中
心

市
街
地
活
性
化
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
が
、
主
要
駅
か
ら

離
れ
て
い
る
と
い
う
立
地
理
由
も
あ
り
、
市
街
地
離
れ
が

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
和
歌
山
市
の
観
光
資
源
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
和
歌
山
城
を
訪
れ
た
地
域
住
民
を
、
市
街
地
の
中
央
商

店
街
へ
効
果
的
に
導
く
た
め
の
誘
導
措
置
を
設
け
る
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三

社
会
実
験
の
概
要

こ
の
様
な
背
景
を
踏
ま
え
、
｢通
り
名

･
位
置
番
号
方

式
に
よ
る
道
案
内
シ
ス
テ
ム
社
会
実
験
｣
を
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
に
、
和
歌
山
市
ま
ち
な
か
街
道
案
内
サ
ー
ビ
ス

研
究
協
議
会
を
設
立
し
、
通
り
の
名
と
位
置
番
号
の
表
示

を
行
う

｢道
標
｣
の
設
置
と
と
も
に
、
電
子
媒
体
や
地
図

に
よ
る
道
案
内
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
に
不
慣
れ
な
来
街
者
等
を
中
心
市
街
地
に
効
果
的
に
導

き
、
賑
わ
い
の
創
出
、
地
域
の
経
済
活
性
化
や
生
活
環
境

の
向
上
等
の
さ
ら
な
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
社
会
実
験
を
行
い
、
そ
の
効
果
と
課
題
を

検
証
し
ま
し
た
。

本
実
験
の
実
施
場
所
で
あ
る
中
央
商
店
街
エ
リ
ア
は
、
本

町
商
店
街
、
ぶ
ら
く
り
丁
商
店
街
、
中
ぶ
ら
く
り
丁
商
店
街
、

北
ぶ
ら
く
り
丁
商
店
街
、
ぶ
ら
く
り
丁
大
通
り
商
店
街
、
東

ぶ
ら
く
り
丁
商
店
街
の
六
つ
の
商
店
街
か
ら
な
っ
て
お
り
、

今
回
の
実
験
を
き
っ
か
け
に
、
中
央
商
店
街
エ
リ
ア
の
認
知

度
及
び
利
用
度
の
ア
ッ
プ
を
図
り
、
和
歌
山
城
や
周
辺
地
域

か
ら
の
八
の
流
れ
を
誘
導
で
き
れ
ば
と
考
え
、
こ
こ
を
実
施

エ
リ
ア
に
設
定
し
ま
し
た

(図
1
、
写
真
ー
･
2
)。

実
験
期
間
は
、
平
成
一
八
年
一
〇
月
一
日
~
平
成
一
八

年
三
一月
三
一
日
の
三
カ
月
間
で
、
実
験
で
は
、
①
通
り

の
名
と
位
置
番
号
を
表
示
し
た

｢道
標
｣
を
中
央
商
店
街

飢Û

エ
リ
ア
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
道
標
を
利
用
し
た
道
案

2

内
マ
ッ
プ
及
び
イ
ン
タ
ネ

ッ
ト
で
場
所
･

商
店
名
等
が

律

検
索
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。
②
他
府

道

県
か
ら
和
歌
山
市
へ
の
来
街
者
を
増
加
さ
せ
、
よ
り
多
種

の



写真 1 実験実施道路 (ぶらくり丁大通り)

多
様
な
人
々
に
道
案
内
シ
ス
テ
ム
を
普

及
、
浸
透
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
実
験
効

果
の
検
証
に
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
本
実
験
を
啓
発
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
③
道
案

内
シ
ス
テ
ム
利
用
者
や
中
央
商
店
街
商

店
主
、
ま
た
実
施
期
間
中
に
お
け
る
来

街
者
に
対
し
て
道
案
内
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
実
験
の
評
価
や
今
後
の

継
続
性
等
に
つ
い
て
分
析

･
検
証
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
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写真 2 実験実施道路 (本町通り)

I

実
験
の
準
備

実
験
の
実
施
に
先
立
ち
、
道
標
に
つ

い
て
詳
細
に
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
ま

ず
、
設
置
す
る
対
象
物
で
す
が
、
実
験

対
象
エ
リ
ア
内
の
ア
ー
ケ
ー
ド
柱
、
街

路
灯
に
約
二
0
m
間
隔
で
設
置
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
道
標
に
表
示
さ
れ
る

情
報
の
ル
ー
ル
と
し
て
、
南
北
の
通
り

(本
町
通
り
、
ぶ
ら
く
り
丁
大
通
り
)
で

は
、
通
り
の
東
側
を
奇
数
、
西
側
を
偶

数
と
し
て
南
側
か
ら
順
に
番
号
を
割
り

当
て
、
東
西
の
通
り

(北
ぶ
ら
く
り
丁
、

ぶ
ら
く
り
丁
、
中
ぶ
ら
く
り
丁
、
束
ぶ

綴瀞糞

アリ
ノ工

搦

施
野
実
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実図
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図 3 道標設置箇所
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シ

う

　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　　

　

　

ら
く
り
丁
)
で
は
、
通
り
の
南
側
を
奇
数
、
北
側
を
偶
数

と
し
て
西
側
か
ら
順
に
番
号
を
割
り
当
て
ま
し
た
。ま
た
、

サ
イ
ズ
は
、
視
認
性
を
考
慮
し
縦
三
四
0
m
×
横
一
三
〇

皿
と
し
、素
材
は
設
置
す
る
と
こ
ろ
が
曲
面
で
あ
る
た
め
、

柔
軟
性
及
び
耐
久
性
を
考
慮
し
検
討
し
た
結
果
、
ビ
ニ
ー

ル
製
の
ス
テ
ッ
カ
ー
と
し
、
六
つ
の
商
店
街
に
は
各
々
の

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
に
な
る

べ
く
近
い
色
を
採
用
し
、
各
商
店
街
の
独
自
性
を
出
す
こ

と
と
し
ま
し
た

(図
2

･
3
、
写
真
3
)。

同
時
に
、
設
置
さ
れ
た
道
標
に
対
応
し
た
マ
ッ
プ
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
制
作
し
ま
し
た
。
マ
ッ
プ
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
互
い
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
た
め
、
マ
ッ
プ
に

は
和
歌
山
市
中
心
部
の
広
域
地
図
、
観
光
情
報
の
他
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
地
図
や
実
験
対
象
と
な
っ
た
通
り
の
店写真 3 設置された道標
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ふんふ
　　
　　

舗
名
等
の
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
店
舗
情
報
等
は
和
歌
山
市
中
央
商

店
街
連
合
会
の
協
力
の
も
と
、
実
験
エ
リ

ア
の
各
商
店
街
の
各
店
舗
ご
と
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
掲
載
希
望
の
あ
っ

た
情
報
を
掲
載
し
ま
し
た

(図
4
,
6
)。

2

啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

道
案
内
シ
ス
テ
ム
を
多
種
多
様
な
人
々

-
≦{ r一羽き

{

ざ る
　　　 　　 　　　　

　　 　
　　　　 　　 　

‘赫纖
でい
~
‘

よい
齋

轆

さ
い↑
群
な

　

　
　
　
　
　

　

　
　　
　　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　

　
　
　　

　

　

　
　
　
　
　　
　
　
　

　　　　
　　
　
　　

　

　
　
　　
　
　
　
　
　　

　　
　

　
　
　　
　

　

{
攣
　　　　　　

　
　
　

　

　
　
　

に
普
及
、
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
ま
た
実
験
の
検
証
時
に
必
要

な
情
報
を
得
る
た
め
に
道
案
内
シ
ス
テ
ム
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。

啓
発
イ
ベ
ン
ト
は
、
道
標
と
道
標
に
対
応
し
た
通
り
の

名
前
と
番
号
を
使
っ
た
マ
ッ
プ
を
利
用
し
た
ゲ
ー
ム
を
行

い
、
県
内
外
か
ら
約
四
〇
0
人
が
参
加
し
、
よ
り
多
く
の

人
々
に
道
標
と
マ
ッ
プ
の
利
用
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
和
歌
山
城
か
ら
中
央
商
店
街
へ
観
光
客
を
誘

導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
街
中
の
賑
わ
い
創
出
に
も
貢
献
し
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ま
し
た

写
真
4
)。

3

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
･
通
行
量
調
査
の
実
施

道
案
内
シ
ス
テ
ム
社
会
実
験
の
認
知
度
、
効
果
等
を
分

析
･
評
価
す
る
た
め
に
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
と
社
会

実
験
実
施
対
象
エ
リ
ア
と
な
っ
た
中
央
商
店
街
の
商
店
主
の

方
々
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
票
は
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に
対
す
る
も
の
と
商
店
主
に

対
す
る
も
の
の
二
種
類
を
用
意
し
調
査
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
、
道
案
内
シ
ス
テ
ム
の
取

組
み
に
つ
い
て
、
｢良
い
取
組
み
だ
と
思
う
｣
、
｢他
地
域

で
も
展
開
し
て
欲
し
い
｣
等
の
好
意
的
な
意
見
が
多
か
っ

た
一
方
で
、
｢道
案
内
シ
ス
テ
ム
の
ル
ー
ル
が
よ
く
理
解

で
き
な
い
｣、
｢住
所
と
通
り
名
の
番
号
を
間
違
え
る
｣
等

の
意
見
も
あ
り
、
道
案
内
シ
ス
テ
ム
の
周
知

･
P
R
が
不

足
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

道
案
内
シ
ス
テ
ム
で
の
道
標
の

｢気
付
き
や
す
さ
｣
に
つ

い
て
は
、
約
半
数
の
人
達
か
ら

｢気
付
き
や
す
い
｣
と
の
回

答
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
気
付
き
に
く
い
理
由
と
し
て
は
、

｢道
標
そ
の
も
の
が
小
さ
い
｣、
｢道
標
の
間
隔
が
広
い
｣
等

の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
｢夜
で
も
見
や
す
い
よ

う
に
蛍
光
板
に
し
て
は
ど
う
か
｣
や

｢も
っ
と
大
き
な
道
標

を
作
成
し
、
全
体
地
図
を
設
置
し
て
欲
し
い
｣
等
の
提
案
型

の
意
見
も
あ
り
、
今
後
、
道
案
内
シ
ス
テ
ム
を
普
及
･
浸
透

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
辺
り
を
検
討
し
さ
ら
な
る
対

応
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
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　啓

べき
&

いが

も
写真 4 啓発イベント実施状況

ま
た
、
本
社
会
実
験
が
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
に
も

た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
に
、
中
央
商
店
街

の
二
ヵ
所
に
て
通
行
量
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
通
行
量

調
査
は
、
社
会
実
験
実
施
前
に
同
地
点
に
て
調
査
し
た
も

の
と
啓
発
イ
ベ
ン
ト
実
施
日
に
調
査
し
た
も
の
と
を
比
較

し
ま
し
た
。

結
果
は
、
二
ヵ
所
合
計
で
自
転
車
通
行
者
が
三
、八
五

〇
人
に
対
し
二
、八
八
四
人
と
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
歩

行
者
通
行
者
は
三
、八
八
〇
人
に
対
し
六
、
一
一
二
人
と
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
実
施

日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
者
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
社
会
実
験
に
よ
り
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ

い
創
出
に
少
な
か
ら
ず
と
も
良
い
影
響
を
も
た
ら
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

匡

謨
こ
め

今
回
の
実
験
に
よ
り
、
｢道
標
｣
の
設
置
と
そ
れ
に
対

応
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
験
の
目

的
で
あ
る
、
現
在
地
の
確
認
や
効
率
的
に
目
的
地
ま
で
到

達
で
き
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
で
の
賑

わ
い
創
出
に
は
今
回
実
施
し
た
よ
う
な
年
齢
に
関
わ
ら
ず

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
実
用
化

し
て
い
く
た
め
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
明
ら
か
に
な

っ
た
課
題
や
意
見
等
を
反
映
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と

と
も
に
十
分
に
協
議
、検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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